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平
成　

年
第
１
回
那
珂
市
議
会
定
例
会
が
３
月　

日
か

２１

１０

ら
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
冒
頭
で
小
宅
市
長
が
平
成　
２１

年
度
の
施
政
方
針
を
表
明
し
ま
し
た
。
以
下
、
施
政
方
針

の
内
容
（
予
算
の
概
要
に
つ
い
て
は
別
掲
）
に
つ
い
て
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

成　

年
度
那
珂
市
一
般
会
計
、
特

２１
別
会
計
、
水
道
事
業
会
計
の
当
初

予
算
お
よ
び
各
議
案
を
提
出
す
る
に
当
た

り
、
市
政
運
営
の
基
本
方
針
と
主
要
な
施

策
の
概
要
を
申
し
述
べ
、
議
員
各
位
を
は

じ
め
市
民
の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を

心
か
ら
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

今
日
、
地
方
自
治
体
を
取
り
巻
く
環
境

は
、
世
界
同
時
不
況
の
も
と
、
少
子
高
齢

化
の
一
層
の
進
行
、
住
民
ニ
ー
ズ
の
多
様

化
、
人
口
減
少
社
会
の
到
来
、
地
方
分
権

の
進
展
な
ど
、
大
き
な
変
化
に
直
面
し
て

お
り
ま
す
。

　

本
市
で
は
、
こ
の
よ
う
な
社
会
情
勢
の

変
化
に
的
確
に
対
応
し
、
こ
れ
か
ら
の
ま

ち
づ
く
り
を
よ
り
計
画
的
・
具
体
的
に
進

め
て
い
く
た
め
、「
第
１
次
那
珂
市
総
合

計
画
」
に
基
づ
き
、「
市
民
と
と
も
に
創
る

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
」、「
市
民
が
安
全
で

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く

り
」、「
市
民
が
い
き
い
き
と
輝
き
、
活
力

あ
ふ
れ
る
ま
ち
づ
く
り
」
を
推
進
し
て
お

り
ま
す
。

　

し
か
し
、
本
市
の
財
政
状
況
は
、
国
の

三
位
一
体
改
革
に
よ
る
地
方
交
付
税
等
の

縮
小
、
国
庫
補
助
金
の
削
減
、
さ
ら
に
は

市
税
収
入
の
低
迷
等
、
か
つ
て
な
い
ほ
ど

厳
し
い
状
況
に
直
面
し
て
お
り
ま
す
。

　

本
市
で
は
、
行
財
政
改
革
推
進
本
部
を

設
置
し
、
抜
本
的
な
歳
出
削
減
と
施
策
お

よ
び
事
業
の
見
直
し
を
図
り
、
財
政
健
全

化
に
取
り
組
ん
で
き
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま

す
。
平
成　

年
度
に
つ
き
ま
し
て
も
、
本

２１

年
度
に
策
定
し
た「
財
政
健
全
化
プ
ラ
ン
」

に
基
づ
き
、
徹
底
し
た
経
費
節
減
・
合
理

化
を
図
る
な
ど
さ
ら
な
る
事
務
事
業
の
見

直
し
や
行
政
組
織
の
一
層
の
効
率
化
を
行

い
、
効
果
的
で
効
率
的
な
市
政
運
営
を

図
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
「
第
１
次
那
珂
市
総
合
計
画
」に
よ
る
新

し
い
ま
ち
づ
く
り
は
始
ま
っ
た
ば
か
り
で

あ
り
ま
す
。
豊
か
な
那
珂
市
の
未
来
を
創

る
た
め
に
、
市
民
の
皆
様
と
手
を
携
え
、

計
画
に
掲
げ
た
各
種
施
策
を
一
つ
一
つ
着

実
に
具
現
化
し
、
本
市
の
将
来
像
で
あ
る

「
人
に
や
さ
し
く
文
化
の
香
り
高
い
ま
ち
」

の
実
現
を
目
指
し
て
、
全
力
を
傾
注
し
て

取
り
組
ん
で
ま
い
る
所
存
で
あ
り
ま
す
。

　

続
き
ま
し
て
、
重
点
的
に
取
り
組
む
主

要
施
策
の
概
要
に
つ
き
ま
し
て
、
第
１
次

那
珂
市
総
合
計
画
に
掲
げ
る
施
策
体
系
に

即
し
て
申
し
上
げ
ま
す
。

平

施政方針を述べる小宅市長

【
市
制
施
行
５
周
年
事
業
】　

那
珂
市
が
今

後
大
き
く
飛
躍
し
て
市
勢
伸
展
す
る
こ
と

を
期
す
る
た
め
、
式
典
の
開
催
や
表
彰
、

市
民
の
歌
と
踊
り
の
披
露
な
ど
を
行
う
と

と
も
に
、
友
好
都
市
締
結
５
周
年
記
念
事

業
と
も
連
携
し
、
市
民
と
行
政
が
協
働
し

て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

【
広
聴
事
業
】　

市
民
相
談
室
に
お
い
て
市

民
か
ら
の
意
見
聴
取
の
機
会
の
充
実
を
図

る
と
と
も
に
、
引
き
続
き
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ

メ
ン
ト
を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

【
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
】　

協
働
の

ま
ち
づ
く
り
検
討
委
員
会
お
よ
び
協
働
の

ま
ち
づ
く
り
推
進
連
絡
会
議
に
お
い
て
、

自
治
組
織
や
市
民
活
動
団
体
へ
の
支
援
の

在
り
方
な
ど
の
検
討
を
引
き
続
き
進
め
て

ま
い
り
ま
す
。

【
男
女
共
同
参
画
推
進
事
業
】　

那
珂
市
男

女
共
同
参
画
プ
ラ
ン
に
基
づ
き
、
共
に
参

画
で
き
る
社
会
の
実
現
に
向
け
た
取
り
組

み
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。
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広報なか４月号３

【
消
防
】　

出
火
防
止
と
火
災
に
よ
る
被
害

の
軽
減
を
図
る
た
め
、
事
業
所
等
の
査
察

お
よ
び
指
導
の
徹
底
な
ど
、
消
防
団
と
緊

密
に
連
携
し
、
消
防
体
制
の
充
実
強
化
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

【
救
急
】　

救
急
救
命
士
を
養
成
し
、
救
急

救
命
活
動
体
制
の
向
上
を
図
る
と
と
も

に
、
応
急
処
置
講
習
会
の
実
施
や
Ａ
Ｅ
Ｄ

（
自
動
体
外
式
除
細
動
器
）の
普
及
促
進
に

よ
り
、
さ
ら
な
る
救
命
率
の
向
上
を
推
進

し
て
ま
い
り
ま
す
。

【
防
災
】　

自
主
防
災
組
織
の
設
立
促
進
や

総
合
防
災
訓
練
の
実
施
に
よ
り
、
防
災
意

識
の
高
揚
と
災
害
時
に
お
け
る
市
民
の
生

命
・
財
産
の
安
全
確
保
を
図
っ
て
ま
い
り

ま
す
。

【
原
子
力
の
安
全
対
策
】　

原
子
力
安
全
協

定
に
基
づ
き
各
事
業
所
へ
の
監
視
体
制
を

継
続
す
る
と
と
も
に
、
適
宜
立
入
調
査
等

を
実
施
し
て
安
全
確
保
を
図
っ
て
ま
い
り

ま
す
。

【
市
民
の
安
全
・
安
心
対
策
】　

未
設
置
地

区
へ
の
自
主
防
犯
組
織
の
設
立
を
促
進
し

て
ま
い
り
ま
す
。

【
消
費
生
活
行
政
】　

専
門
相
談
員
に
よ
る

相
談
窓
口
の
充
実
を
図
る
と
と
も
に
、
悪

質
商
法
等
の
被
害
の
未
然
防
止
の
た
め
、

啓
発
活
動
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

【
清
水
洞
の
上
整
備
事
業
】　

豊
か
な
自
然

環
境
が
残
さ
れ
た
貴
重
な
資
源
を
保
全
す

る
た
め
、
年
次
計
画
に
沿
っ
て
引
き
続
き

整
備
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

【
ご
み
処
理
】　

４
月
か
ら
市
内
の
大
手

ス
ー
パ
ー
を
中
心
に
レ
ジ
袋
が
有
料
化
さ

れ
る
こ
と
か
ら
マ
イ
バ
ッ
グ
の
普
及
を
さ

ら
に
促
進
す
る
と
と
も
に
、
ご
み
の
減
量

化
と
再
資
源
化
を
推
進
し
循
環
型
社
会
の

形
成
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

【
市
道
整
備
】　

生
活
道
路
と
し
て
の
利
便

性
の
向
上
と
、
安
全
な
交
通
環
境
の
確
保

を
進
め
る
た
め
、
緊
急
性
と
必
要
性
を
考

慮
し
な
が
ら
地
域
の
要
望
を
総
合
的
に
勘

案
し
、
道
路
の
新
設
や
改
良
、
維
持
補
修

等
を
実
施
し
、
地
域
の
交
通
環
境
の
充
実

を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

【
市
の
公
共
交
通
の
推
進
】　

市
内
の
交
通

弱
者
へ
の
対
策
と
し
て
、
福
祉
循
環
バ
ス

の
運
行
形
態
の
見
直
し
、
路
線
バ
ス
の
運

行
維
持
対
策
、
水
郡
線
の
利
便
性
向
上
の

要
望
な
ど
を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

【
地
籍
調
査
事
業
】　

大
内（
Ⅰ
）地
区
お
よ

び
門
部（
Ⅰ
）地
区
の
成
果
の
閲
覧
と
認
証

作
業
を
行
い
、
ま
た
、
大
内（
Ⅱ
）地
区
０
・

　

平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
お
よ
び
門
部（
Ⅱ
）

４８地
区
０
・　

平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
道
水

８８

路
・
一
筆
地
の
調
査
を
実
施
し
て
ま
い
り

ま
す
。

【
那
珂
市
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
】　

都
市
計
画
基
礎
調
査
の
成
果
を
基
に
、
見

直
し
策
定
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。
ま

た
、
長
期
未
着
手
の
都
市
計
画
道
路
に
つ

い
て
再
編
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

【
市
街
地
整
備
事
業
】　

上
菅
谷
駅
前
地
区

土
地
区
画
整
理
事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、

駅
前
広
場（
３
、０
０
０
平
方
メ
ー
ト
ル
）、

上
菅
谷
停
車
場
線
（
延
長　

メ
ー
ト
ル
）、

６０

上
菅
谷
下
菅
谷
線
（
延
長
３
５
０
メ
ー
ト

ル
）
の
平
成　

年
度
内
供
用
開
始
に
向
け

２１

事
業
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

都
市
計
画
道
路
上
菅
谷
停
車
場
線
（
延

長
２
６
０
メ
ー
ト
ル
）に
つ
き
ま
し
て
は
、

平
成　

年
度
内
の
供
用
開
始
に
向
け
事
業

２２

を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

杉
原
地
区
ま
ち
づ
く
り
事
業
（
区
画
道

路
延
長
１
、３
０
０
メ
ー
ト
ル
）、
上
菅
谷

駅
前
地
区
ま
ち
づ
く
り
事
業
お
よ
び
竹
ノ

内
地
区
街
区
公
園
整
備
事
業
（　

ヘ
ク

０．９

タ
ー
ル
）
に
つ
き
ま
し
て
は
、
平
成　

年
２３

度
完
了
に
向
け
整
備
を
進
め
て
ま
い
り
ま

す
。

　

都
市
計
画
道
路
菅
谷
市
毛
線（
第
３
期
、

延
長
１
、３
０
０
メ
ー
ト
ル
）お
よ
び
下
菅

谷
地
区
ま
ち
づ
く
り
事
業
（
区
画
道
路
延

長
１
、６
６
５
メ
ー
ト
ル
）に
つ
き
ま
し
て

は
、
引
き
続
き
計
画
的
な
整
備
を
進
め
て

ま
い
り
ま
す
。

【
上
水
道
事
業
】　

安
全
か
つ
安
定
し
た
給

水
確
保
を
図
る
た
め
、
既
存
施
設
の
適
正

な
維
持
管
理
に
努
め
る
と
と
も
に
、
木
崎

浄
水
場
の
改
修
に
向
け
実
施
設
計
に
着
手

し
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
幹
線
配
水
管

の
整
備
お
よ
び
老
朽
管
更
新
事
業
を
継
続

し
て
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

【
公
共
下
水
道
事
業
】　

横
堀
地
区
、
向
山

地
区
、
笠
松
地
区
お
よ
び
下
大
賀
地
区
の

汚
水
管
布
設
工
事
を
進
め
て
ま
い
り
ま

す
。
ま
た
、
杉
原
地
区
お
よ
び
下
菅
谷
地

区
に
つ
き
ま
し
て
は
、
道
路
整
備
計
画
等

と
の
整
合
を
図
り
な
が
ら
汚
水
管
布
設
工

事
を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

【
農
業
集
落
排
水
整
備
事
業
】　

鴻
巣
地
区

の
早
期
供
用
開
始
に
向
け
た
処
理
施
設
工

事
と
管
路
布
設
工
事
を
進
め
て
ま
い
り
ま

す
。

【
地
域
福
祉
】　

那
珂
市
地
域
福
祉
計
画
に

基
づ
き
、
市
社
会
福
祉
協
議
会
や
民
生
委
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レジ袋削減に向けて／４月１日スタートのレジ袋無
料配布中止（市内６店舗）に向けて各店でPR活動を
展開しました。（３月８日、２９日）



４

員
・
児
童
委
員
と
の
連
携
を
強
化
し
、
互

い
に
助
け
支
え
合
う
地
域
社
会
の
構
築
を

目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

【
生
活
保
護
】　

引
き
続
き
適
正
な
保
護
の

実
施
や
就
労
支
援
事
業
、
自
立
支
援
プ
ロ

グ
ラ
ム
に
基
づ
く
自
立
支
援
な
ど
の
推
進

に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

【
高
齢
者
福
祉
】　

第
５
期
那
珂
市
高
齢
者

保
健
福
祉
計
画
に
基
づ
き
、
高
齢
者
の
社

会
参
加
や
ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者
の
在
宅

で
の
生
活
を
支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。

【
介
護
保
険
】　

第
４
期
那
珂
市
介
護
保
険

事
業
計
画
に
基
づ
き
、
今
後
も
適
正
な
介

護
認
定
に
基
づ
く
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
提
供

に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

【
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
】　

３
か
所
の

サ
ブ
セ
ン
タ
ー
を
新
た
に
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
に
位
置
づ
け
、
総
合
相
談
や
介

護
予
防
の
拠
点
と
し
て
積
極
的
な
運
用
を

図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

【
障
害
者
福
祉
】　

那
珂
市
障
害
者
プ
ラ
ン

に
基
づ
き
、
引
き
続
き
障
害
福
祉
サ
ー
ビ

ス
等
の
確
保
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
ま

た
、
難
病
患
者
の
負
担
軽
減
の
た
め
、
平

成　

年
度
か
ら「
難
病
患
者
福
祉
手
当
」と

２１
し
て
年
額
２
万
円
を
支
給
し
ま
す
。

【
子
育
て
支
援
】　

市
民
と
行
政
・
企
業
が

一
体
と
な
り
、
総
合
的
な
子
育
て
支
援
に

取
り
組
む
「
那
珂
市
次
世
代
育
成
支
援
対

策
行
動
計
画
」を
策
定
し
て
ま
い
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
家
庭
児
童
相
談
員
に
よ
る
養
育

相
談
や
指
導
を
行
う
と
と
も
に
、
母
子
自

立
支
援
員
に
よ
る
相
談
業
務
の
充
実
や
関

係
機
関
と
連
携
し
自
立
に
向
け
た
支
援
を

行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
に
つ
き
ま
し
て

は
、
子
育
て
不
安
の
解
消
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
サ
ー
ク
ル
へ
の
支
援
、
子
育
て
情
報
の

提
供
な
ど
を
引
き
続
き
行
っ
て
ま
い
り
ま

す
。

　

保
育
園
に
つ
き
ま
し
て
は
、
民
間
保
育

園
の
増
改
築
を
進
め
、
定
員
増
に
よ
り
定

員
超
過
の
解
消
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

【
長
寿
医
療
制
度
】　

今
後
も
制
度
改
正
が

見
込
ま
れ
る
こ
と
か
ら
、
加
入
者
の
か
た

が
た
に
対
す
る
広
報
活
動
の
強
化
に
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。

【
成
人
保
健
】　

国
保
加
入
者
を
対
象
と
し

た
特
定
健
診
お
よ
び
特
定
保
健
指
導
を
重

点
に
実
施
す
る
と
と
も
に
、
個
別
健
診

（
医
療
機
関
健
診
）の
導
入
を
進
め
て
ま
い

り
ま
す
。

【
母
子
保
健
】　
「
健
や
か
親
子
那
珂　

－２１

第
１
次
母
子
保
健
計
画
」
に
基
づ
き
、
母

子
保
健
対
策
事
業
を
、
関
係
機
関
と
連
携

し
引
き
続
き
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

【
予
防
接
種
事
業
】　

平
成　

年
度
か
ら
新

２１

た
に
子
ど
も
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接

種
の
助
成
を
実
施
し
、
疾
病
の
ま
ん
延
防

止
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

【
妊
婦
健
診
】　

受
診
料
の
助
成
回
数
を
拡

大
し
、
健
康
な
子
ど
も
を
生
む
た
め
の
支

援
体
制
の
強
化
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

【
食
育
】　

那
珂
市
食
育
推
進
計
画
に
基
づ

き
、
健
全
な
食
生
活
や
「
食
」
を
大
切
に

す
る
心
を
取
り
戻
す
こ
と
な
ど
を
推
進
し

て
ま
い
り
ま
す
。

【
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
】　

国
や
県
の
策

定
し
た
「
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
策
行

動
計
画
」
に
基
づ
き
、
市
と
し
て
の
対
策

を
講
じ
て
ま
い
り
ま
す
。

【
学
校
教
育
】　

個
性
と
創
造
性
を
育
む
学

校
教
育
の
充
実
を
図
る
こ
と
を
目
標
に
、

児
童
・
生
徒
の
「
確
か
な
学
力
」、
規
範

意
識
や
倫
理
観
、
命
を
大
切
に
す
る
心
、

他
人
を
思
い
や
る
心
な
ど
の「
豊
か
な
心
」

の
育
成
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、

引
き
続
き
小
・
中
学
校
へ
Ｔ
Ｔ
（
テ
ィ
ー

ム
・
テ
ィ
ー
チ
ン
グ
）
非
常
勤
講
師
や
障

害
児
学
習
指
導
員
、
Ａ
Ｌ
Ｔ
（
英
語
指
導

助
手
）、
学
校
図
書
館
司
書
な
ど
を
配
置

し
、
指
導
体
制
の
充
実
を
図
っ
て
ま
い
り

ま
す
。
い
じ
め
や
不
登
校
な
ど
の
悩
み
を

持
つ
児
童
・
生
徒
や
保
護
者
へ
の
教
育
相

談
体
制
の
充
実
を
図
る
た
め
、「
心
の
教

室
相
談
員
」
の
配
置
や
「
ス
ク
ー
ル
カ
ウ

ン
セ
ラ
ー
」
の
活
用
、
教
育
支
援
セ
ン

タ
ー
に
お
け
る
支
援
等
を
実
施
し
て
ま
い

り
ま
す
。

【
学
校
施
設
の
整
備
】　

瓜
連
中
学
校
屋
内

運
動
場
の
改
築
工
事
や
菅
谷
小
学
校
お
よ

び
額
田
小
学
校
校
舎
の
耐
震
補
強
工
事
な

ど
、
安
全
･
安
心
な
教
育
環
境
の
整
備
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

【
幼
稚
園
教
育
】　

適
正
規
模
に
よ
る
集
団

教
育
を
行
う
た
め
に
、
幼
稚
園
の
統
合
を

検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

【
一
中
学
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
建

設
事
業
】　

平
成　

年
９
月
の
供
用
開
始

２１

に
向
け
て
準
備
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

【
市
立
図
書
館
】　

引
き
続
き
図
書
資
料
の

充
実
を
図
る
と
と
も
に
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

に
よ
る
読
み
聞
か
せ
や
お
話
会
な
ど
を
開

催
し
、
市
民
の
読
書
活
動
を
推
進
し
て
ま

い
り
ま
す
。

【
青
少
年
の
健
全
育
成
】　

引
き
続
き
家
庭
・

学
校
・
地
域
社
会
が
相
互
に
連
携
を
図
り

な
が
ら
、
子
ど
も
た
ち
が
健
や
か
に
育
つ

環
境
づ
く
り
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

【
芸
術
・
文
化
の
振
興
】　

創
造
性
豊
か
な

地
域
づ
く
り
の
た
め
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
公

演
や
地
域
交
流
に
よ
る
音
楽
活
性
化
事
業

を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

【
ス
ポ
ー
ツ
振
興
】　

総
合
型
地
域
ス
ポ
ー

ツ
ク
ラ
ブ
の
設
立
を
支
援
し
、
い
つ
ま
で

も
気
軽
に
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
み
、
明
る
く

健
康
的
で
豊
か
な
生
活
を
送
る
こ
と
が
で

き
る
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
環
境
の
実
現
に
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

【
国
際
交
流
】　

国
際
交
流
協
会
と
連
携

し
、
異
な
る
文
化
や
生
活
習
慣
を
互
い
に

理
解
し
あ
え
る
交
流
活
動
の
推
進
や
、
国

際
親
善
姉
妹
都
市
で
あ
る
ア
メ
リ
カ
合
衆

国
テ
ネ
シ
ー
州
オ
ー
ク
リ
ッ
ジ
市
と
中
学

生
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
交
換
交
流
を
実
施
し
て

ま
い
り
ま
す
。

【
市
民
交
流
事
業
】　

友
好
都
市
秋
田
県
横
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手
市
と
の
友
好
関
係
を
深
め
る
た
め
、
情

報
の
提
供
と
市
民
お
よ
び
市
民
団
体
の
交

流
活
動
を
支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、

横
手
市
と
の
友
好
都
市
締
結
５
周
年
を
迎

え
る
た
め
、
記
念
式
典
を
開
催
し
、
さ
ら

な
る
相
互
交
流
を
深
め
て
ま
い
り
ま
す
。

【
農
業
農
村
整
備
事
業
】　

市
事
業
で
土
地

改
良
基
盤
整
備
事
業
を
菅
谷
地
区
、
芳
野

地
区
お
よ
び
木
崎
地
区
で
実
施
し
て
ま
い

り
ま
す
。
ま
た
県
営
事
業
を
有
ヶ
池
地

区
、
下
圷
地
区
、
芳
野
地
区
、
木
崎
地
区
、

門
部
圷
下
河
原
地
区
お
よ
び
南
酒
出
地
区

で
引
き
続
き
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

【
農
政
】　

新
た
に
営
農
指
導
員
の
配
置
を

行
い
、
定
年
帰
農
者
や
新
規
就
農
者
に
対

し
基
本
的
な
農
業
の
栽
培
管
理
や
経
営
の

指
導
・
助
言
を
行
う
と
と
も
に
、
認
定
農

業
者
や
集
落
営
農
組
織
等
の
担
い
手
の
育

成
と
中
小
農
家
の
支
援
を
実
施
し
て
ま
い

り
ま
す
。
ま
た
、
農
地
の
流
動
化
を
促
進

し
て
生
産
性
の
高
い
農
業
経
営
を
育
成
す

る
と
と
も
に
、
直
売
所
や
学
校
給
食
を
と

お
し
た
地
産
地
消
の
取
り
組
み
を
推
進

し
、
地
域
農
業
の
活
性
化
を
図
っ
て
ま
い

り
ま
す
。

【
遊
休
農
地
対
策
】　

耕
作
放
棄
地
現
況
調

査
に
よ
り
把
握
し
た
遊
休
農
地
の
解
消
に

向
け
、
農
業
委
員
会
等
関
係
機
関
と
協
力

し
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

【
米
政
策
】　

産
地
確
立
交
付
金
等
を
活
用

し
て
、
関
係
機
関
と
連
携
し
米
の
生
産
調

整
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
新

た
に
市
民
農
園
と
農
産
工
房
が
平
成　

年
２１

４
月
に
オ
ー
プ
ン
す
る
た
め
、
新
規
就
農

者
の
育
成
や
農
業
へ
の
理
解
促
進
、
都
市

と
の
交
流
お
よ
び
研
修
等
、
農
業
の
活
動

拠
点
施
設
と
し
て
積
極
的
な
活
用
を
図
っ

て
ま
い
り
ま
す
。

【
商
業
振
興
】　

那
珂
市
商
業
振
興
計
画
に

基
づ
き
、
地
域
商
業
者
の
活
性
化
に
向
け

た
取
り
組
み
を
支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。

【
観
光
振
興
】　

市
の
歴
史
や
文
化
な
ど
の

資
源
や
豊
か
な
自
然
、
農
業
資
源
を
活
用

し
た
体
験
型
観
光
な
ど
、
基
本
方
策
を
検

討
す
る
と
と
も
に
水
戸
市
な
ど
周
辺
市
町

村
と
連
携
し
た
観
光
客
の
誘
客
な
ど
の
取

り
組
み
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、

那
珂
市
特
産
品
の
振
興
開
発
に
つ
き
ま
し

て
も
商
工
会
な
ど
の
取
り
組
み
を
支
援
す

る
と
と
も
に
、
八
重
桜
ま
つ
り
や
ひ
ま
わ

り
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
の
開
催
な
ど
を
と
お

し
て
販
売
促
進
や
Ｐ
Ｒ
を
推
進
し
て
ま
い

り
ま
す
。

【
企
業
誘
致
】　

安
定
し
た
雇
用
と
財
源
確

保
の
た
め
に
県
や
関
係
機
関
と
協
力
し
、

工
業
団
地
へ
の
企
業
立
地
を
促
進
し
て
い

く
と
と
も
に
、
引
き
続
き
固
定
資
産
税
の

優
遇
措
置
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

【
職
員
研
修
】　

意
識
改
革
を
図
る
た
め
計

画
的
に
実
施
し
、
平
成　

年
度
か
ら
は
、

２１

人
事
評
価
制
度
の
検
討
を
始
め
て
ま
い
り

ま
す
。

【
ま
ち
づ
く
り
特
例
市
】　

茨
城
県
の
事
務

を
一
定
規
模
以
上
（
人
口
５
万
人
以
上
）

の
市
に
移
譲
す
る「
ま
ち
づ
く
り
特
例
市
」

の
指
定
を
平
成　

年
度
か
ら
受
け
、
主
体

２１

的
な
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま

す
。
さ
ら
に
、
旅
券
事
務
に
つ
き
ま
し
て

も
、
申
請
者
の
利
便
性
と
行
政
サ
ー
ビ
ス

の
向
上
を
図
る
た
め
、
平
成　

年
６
月
１

２１

日
か
ら
パ
ス
ポ
ー
ト
の
申
請
お
よ
び
交
付

事
務
を
行
う
こ
と
と
し
ま
し
た
。

【
行
財
政
改
革
】　

行
財
政
改
革
を
一
元
的

に
推
進
す
る
た
め
行
財
政
改
革
推
進
室
を

新
た
に
設
置
し
、
財
政
健
全
化
プ
ラ
ン
に

基
づ
き
、
職
員
定
員
の
適
正
な
管
理
、
管

理
的
経
費
の
削
減
、
事
務
事
業
や
行
政
組

織
の
さ
ら
な
る
見
直
し
等
を
行
っ
て
ま
い

り
ま
す
。

　

以
上
、
平
成　

年
度
の
市
政
運
営
に
当

２１

た
っ
て
の
基
本
的
な
考
え
方
、
主
要
施
策

の
概
要
に
つ
い
て
申
し
上
げ
ま
し
た
が
、

平
成　

年
度
は
、
合
併
５
周
年
、
那
珂
市

２１

誕
生
５
周
年
に
当
た
り
ま
す
。
今
後
も
市

の
一
体
性
の
確
立
と
均
衡
あ
る
発
展
に
努

め
な
が
ら
、
合
併
効
果
を
最
大
限
に
発
揮

し
、「
合
併
し
て
よ
か
っ
た
」、「
住
ん
で
よ

か
っ
た
」
と
思
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
な

ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
、
精
魂
を
傾
注
し

て
ま
い
る
所
存
で
あ
り
ま
す
の
で
、
皆
様

の
よ
り
一
層
の
ご
支
援
と
ご
協
力
を
賜
り

ま
す
よ
う
心
か
ら
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。

　

こ
こ
に
、
議
員
各
位
を
は
じ
め
、
市
民

の
皆
様
の
よ
り
一
層
の
ご
理
解
と
ご
協
力

を
重
ね
て
お
願
い
申
し
上
げ
、
施
政
方
針

と
い
た
し
ま
す
。

　
　

平
成　

年
３
月　

日

２１

１０

那
珂
市
長　
　

小
宅　

近
昭
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八重桜まつり／今年も４月２５日から５月４日にかけて静峰
ふるさと公園で開催されます。（夜桜ライトアップは４月
２５日から２９日まで実施します）
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������������� 財政課財政係　
�２９８－１１１１（内線５２２）

問い合わせ

　平成２１年度の那珂市予算は、歳入では国
の経済対策の影響により地方交付税および
財源対策の地方債の増額が見込まれるもの
の、収入の根幹となる市税や各種交付金が
減少し、歳出では高水準で推移する扶助費
や公債費など依然として厳しい財政状況が
続く中、歳入に見合った歳出の原則に立
ち、徹底した経費の節減と財源の重点的か
つ効率的な予算編成を行いました。　
　その結果、一般会計については前年度比
１．０％減の１６７億８，０００万円となりましたが、
公債費における （※）公的資金補償金免除繰上
償還額３億５，６８８万４千円を除く実質予算
は、１６４億２，３１１万６千円（前年度比３．１％
減）となります。また、特別会計について
は、前年度同水準の１１９億５，２８６万５千円と
なりました。（表１参照）

一般会計

■表１　平成２１年度会計別予算額

増減率
（Ａ）/（Ｂ）

２０年度予算額
（Ｂ）

２１年度予算額
（Ａ）会　計　名

△１．０１６，９５２，０００１６，７８０，０００一 般 会 計

０．０１１，９５１，４８２１１，９５２，８６５特 別 会 計

△３．７５，２８３，０００５，０８９，０００国 民 健 康 保 険（事業勘定）

△９８．５４０９，０００６，０００老 人 保 健

１６．４２，１４５，０００２，４９６，０００下 水 道 事 業

△６４．３２９，７００１０，６００公 園 墓 地 事 業

１６．８５８４，０００６８２，０００農 業 集 落 排 水 整 備 事 業

８．２２，８１１，０００３，０４１，０００介 護 保 険（保険事業勘定）

△９２．０１０，２００８１５介 護 サ ー ビ ス 事 業

△２０．６２３８，０００１８９，０００上菅谷駅前地区土地区画整理事業

△０．７４４１，０００４３８，０００後 期 高 齢 者 医 療

△２２．７５８２４５０那 珂 地 方 公 平 委 員 会

△０．６２８，９０３，４８２２８，７３２，８６５合　　　計

※「公的資金補償金免除繰上償還」については、１０ページを参照

（単位：千円、％）

　一般会計の歳入の主なものは、市税６９億
５，７４４万９千円、地方交付税３０億４，９００万円、
市債１９億１１５万３千円、繰入金３億９，９２２万
円などです。このうち市の歳入の最も大き
な割合を占める市税収入は、景気の低迷や
固定資産の評価替等により前年度に比べ
３．６％の減収を見込む一方、地方交付税に
ついては生活防衛のための緊急対策や地方
財政計画の増減率などを考慮し前年度に比
べ３．５％の増額を見込んでいます。
　これらの結果、市が自らの手で確保でき
る自主財源は８６億６７４万８千円で、前年度
より１０．１％減少し、歳入全体に占める割合
は５１．３％となりました。これに対し、国や
県から決められた額を交付されたり、割り
当てられたりする依存財源は８１億７，３２５万
２千円で、前年度より１０．８％増加し、歳入
全体の４８．７％となりました。

※利子割交付金、配当割交付金、株式等譲渡所得割交付金、ゴルフ場利用税交
付金、交通安全対策特別交付金

■表２　平成２１年度一般会計歳入予算

増減率
（Ａ）/（Ｂ）

２０年度予算額
（Ｂ）構成比２１年度予算額

（Ａ）区　　分

△１０．１９，５７２，６６９５１．３８，６０６，７４８自 主 財 源

△３．６７，２１６，０５８４１．５６，９５７，４４９市 税

△２．０２９８，６１３１．７２９２，６９９分担金及び負担金

３．７１９０，８８２１．２１９７，８８２使用料及び手数料

△３２．０１８，７６７０．１１２，７５７財 産 収 入

１００．０１０．０２寄 付 金

△６５．５１，１５７，７１６２．４３９９，２２０繰 入 金

０．０３００，０００１．８３００，０００繰 越 金

１４．４３９０，６３２２．６４４６，７３９諸 収 入

１０．８７，３７９，３３１４８．７８，１７３，２５２依 存 財 源

△５．７３３６，４００１．９３１７，１００地 方 譲 与 税

８．０４３５，１１１２．８４７０，０７１地方消費税交付金

△３９．５１２９，２０００．５７８，２０２自動車取得税交付金

１１６．１３２，５４５０．４７０，３３４地方特例交付金

３．５２，９４６，１８８１８．２３，０４９，０００地 方 交 付 税

２０．５１，０５７，６９６７．６１，２７４，５５６国 庫 支 出 金

３．６９２４，７３９５．７９５７，７３２県 支 出 金

３３．６１，４２３，５４３１１．３１，９０１，１５３市 債

△４１．３９３，９０９０．３５５，１０４そ の 他　※

△１．０１６，９５２，０００１００．０１６，７８０，０００合　　計

（単位：千円、％）
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税　市の歳入の根幹をなすもので、市民税、固
定資産税、軽自動車税、市たばこ税、都市計画

税などがあります。
　市民税については、景気後退等による企業業績悪
化の影響を受け法人市民税の減収が見込まれること
から、前年度比２．７％減の２９億７，９４７万５千円、固定
資産税については、評価替等による減収が見込まれ
ることから、前年度比４．１％減の３２億２，２６８万４千円
を見込みました。

方交付税　国税のうち所得税、法人税、酒税、
消費税及びたばこ税のそれぞれ一定割合を財

源とし、地方公共団体が等しくその行うべき事務を
遂行することができるよう、一定の基準により国か
ら地方公共団体に交付されるもので、普通交付税と
特別交付税があります。
　普通交付税については、地方財政計画の増減率を
踏まえ、基準財政需要額における「地域雇用創出推
進費」の創設や基準財政収入額における税源移譲に
よる影響額等を考慮して前年度比３．８％増の２８億
１，９００万円を見込みました。また、特別交付税につ
いては、過去の収入実績等を考慮し、前年度と同額
の２億３，０００万円を見込みしました。

入金　一般会計、特別会計及び基金の間で相
互に資金運用をすることがあり、その資金を

繰入金といいます。
　財源不足を補うため、財政調整基金から１億
８，２３０万７千円、減債基金から１億７，０００万円、公共
施設整備基金から３，８００万円、市民活動基金から２９９
万１千円を繰り入れました。また、他会計繰入金と
して、公園墓地事業特別会計から５９１万８千円を繰
り入れました。

市

繰

地

債　大規模な事業を実施する際、その年度の収入
だけでは財源を調達することが困難な場合、国や

民間の金融機関から借り入れる資金のことで、市の借金
にあたります。
　後年度の元利償還金の７割が普通交付税で措置される
合併特例債を中心に、土地改良基盤整備事業に６，２７０万
円、道路改良舗装事業に２，９６０万円、杉原地区や上菅谷駅
前地区などのまちづくり交付金事業に１億９，１４０万円、
下菅谷地区まちづくり事業に５，４９０万円、菅谷・額田小学
校耐震補強事業に６，１６０万円、瓜連中学校の屋内運動場
整備事業に３億７，２７０万円、一中学区コミュニティセン
ター建設事業に５，９７０万円を借り入れる予定です。
　また、地方交付税の財源不足を補う臨時財政対策債
（赤字地方債）は７億８，９１５万３千円、公的資金繰上償還
借換債は２億７，９４０万円を見込みました。

庫支出金　国と地方公共団体の経費負担区分に基
づき、国から地方公共団体に交付されるもので、負

担金、委託金、特定の施設の奨励又は財政援助のための
補助金などがあります。
　民生費国庫負担金では、自立支援サービス給付事業負
担金に１億８，６６６万７千円、民間保育所児童運営費負担
金に１億６５１万５千円、生活保護費負担金に３億３，５５２万
９千円、民生費国庫補助金では、次世代育成支援対策施
設整備交付金に７，８８９万５千円、衛生費国庫補助金では、
合併処理浄化槽設置整備事業補助金に１，７３５万円、土木
費国庫補助金では、まちづくり交付金に４，２００万円、教育
費国庫補助金では、菅谷小学校地震防災対策補助金に
４，２７６万円、額田小学校大規模改造事業補助金に１，２９５万
５千円、総務費委託金では、国民投票投票人名簿システ
ム構築交付金に２７３万円、民生費委託金では、基礎年金等
事務委託金に１，１２７万５千円、土木費委託金では、樋管等
操作委託料に１４０万円などを見込みました。

市

国

歳入 
自 依 

存 主 
財 財 

源 源 

市税（41.5%） 
地方交付税（18.2%） 

市債（11.3%） 

国庫支出金（7.6%） 

県支出金（5.7%） 

地方消費税交付金　（2.8%） 
地方譲与税　　　　（1.9%） 
自動車取得税交付金（0.5%） 
地方特例交付金　　（0.4%） 
その他　　　　　　（0.3%） 

諸収入（2.6%） 

繰入金（2.4%） 

繰越金（1.8%） 

分担金および負担金（1.7%）　財産収入（0.1%） 
使用料および手数料（1.2%）　寄付金　（0.0%） 

図１　円グラフ
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　一般会計の歳出の主なものは、人件費４２
億７，９９３万９千円、物件費２６億８５４万４千
円、公債費２２億９，００７万５千円、扶助費２１億
４１５万円、普通建設事業費１７億４，９０７万７千
円などです。このうち扶助費については、
自立支援サービス給付費、老人保護措置費
及び生活保護扶助費の増などにより、前年
度に比べ２．４％の増額となる一方、普通建
設事業費については、瓜連中学校の屋内運
動場整備事業や小学校耐震補強事業が増と
なる一方で、一中学区コミュニティセン
ター建設事業や消防本部庁舎改修事業の減
などにより、前年度に比べ４．７％の減額と
なっています。
　これらの結果、法令などによりその支出
が義務づけられている義務的経費は８６億
７，４１６万４千円で、前年度より２．１％増加
し、歳出全体に占める割合は５１．７％となり
ました。これに対し、道路や学校の建設な
ど社会資本の整備に要する経費である投資
的経費は１７億４，９０８万７千円で、前年度よ
り４．７％減少し、歳出全体の１０．４％となり
ました。

（表３、図２参照）

※投資および出資金、貸付金、予備費

■表３　平成２１年度一般会計歳出予算＜性質別＞

増減率
（Ａ）/（Ｂ）

２０年度予算額
（Ｂ）構成比２１年度予算額

（Ａ）区　　分

２．１８，４９９，００７５１．７８，６７４，１６４義 務 的 経 費

０．３４，２６７，８１２２５．５４，２７９，９３９人 件 費

２．４２，０５４，６２１１２．５２，１０４，１５０扶 助 費

５．２２，１７６，５７４１３．７２，２９０，０７５公 債 費

△４．７１，８３６，１１４１０．４１，７４９，０８７投 資 的 経 費

△４．７１，８３６，１０４１０．４１，７４９，０７７普 通 建 設 事 業 費

８９．６３６０，３７３４．１６８３，２９２補 助 事 業 費

△２７．８１，４７５，７３１６．５１，０６５，７８５単 独 事 業 費

０．０１００．０１０災 害 復 旧 事 業 費

△３．９６，６１６，８７９３７．９６，３５６，７４９そ の 他 の 経 費

△１．２２，６４０，３６８１５．５２，６０８，５４４物 件 費

△１４．８２６７，５４８１．４２２７，８２７維 持 補 修 費

△６．０１，６６７，２９０９．４１，５６６，６３３補 助 費 等

２２．２３，１８４０．０３，８９０積 立 金

△４．４１，９９９，２４９１１．４１，９１０，８３３繰 出 金

△０．６３９，２４００．２３９，０２２そ の 他　※

△１．０１６，９５２，０００１００．０１６，７８０，０００合　　計

（単位：千円、％）

図２　円グラフ

図３　円グラフ

人件費（25.5%） 

公債費（13.7%） 

物件費（15.5%） 

繰出金（11.4%） 

補助費等（9.4%） 

維持補修費（1.4%） 
その他　　（0.2%） 

積立金（0.0%） 

普通建設事業費（10.4%） 
災害復旧事業費（  0.0%） 

扶助費（12.5%） 

義 そ の 
の 

的 
務 

費 
経 

他 
経 
費 

投資的経費 投資的経費 

歳出 
〈性質別〉 

民生費（26.1%） 

公債費（13.6%） 

教育費  
（15.7%） 土木費 

（11.9%） 

衛生費 
（7.5%） 

総務費（12.2%） 

消防費（5.1%） 

農林水産業費（5.5%） 

議会費　　（1.3%） 
商工費　　（1.0%） 
予備費　　（0.1%） 
災害復旧費（0.0%） 
諸支出金　（0.0%） 

歳出 
〈目的別〉 

■表４　平成２１年度一般会計歳出予算＜目的別＞

増減率
（Ａ）/（Ｂ）

２０年度予算額
（Ｂ）構成比２１年度予算額

（Ａ）区　　分

０．８２１３，４２３１．３２１５，１７３議 会 費

０．７２，０３０，７９７１２．２２，０４５，０８９総 務 費

４．９４，１６９，３４３２６．１４，３７４，２１７民 生 費

△２．７１，２８８，６８８７．５１，２５４，３６９衛 生 費

△２．４９４１，２６１５．５９１８，８９９農林水産業費

１０．０１５０，３０５１．０１６５，２８２商 工 費

△１５．９２，３８４，３２０１１．９２，００４，１３３土 木 費

△１１．７９７１，２２４５．１８５７，３２３消 防 費

１．１２，６１１，５００１５．７２，６４１，１１９教 育 費

０．０１００．０１０災 害 復 旧 費

５．２２，１７６，６０９１３．６２，２９０，１１０公 債 費

０．０５０．０５諸 支 出 費

△１．７１４，５１５０．１１４，２７１予 備 費

△１．０１６，９５２，０００１００．０１６，７８０，０００合　　計

（単位：千円、％）
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生費　市民に一定水準の生活と安定した社会
生活を保障するための経費で、高齢者や障害

者、乳幼児のための福祉や生活保護などに使われる
費用です。
　在宅において養護を受けることが困難な高齢者を
養護老人ホームに入所措置する老人保護措置事業に
６，９０４万６千円、身体障害者、知的障害者、精神障害
者及び障害児が地域で生活できるよう給付を行う自
立支援サービス給付事業に３億７，２７７万６千円、妊
産婦、乳幼児、母子家庭の母子、父子家庭の父子及
び重度心身障害者等の医療費の一部を助成する医療
福祉扶助事業に２億６，５０９万８千円、学童保育事業
に７，２０６万円、児童手当支給事業に３億８，６５４万１千
円、公設施設で入所しきれない要保育児童を民間施
設に委託する民間保育所児童入所事業に３億７，２９５
万３千円、生活保護扶助費に４億４，８３７万３千円な
どを計上したほか、新たに、ゆたか園の増改築を行
うため補助を行う民間保育園建設費補助事業１億
１，８３４万３千円を計上しました。

育費　学校教育、社会教育などの教育関係の
経費で、幼稚園や小中学校などの教育振興、文

化・スポーツの振興などに使われる費用です。
　菅谷小学校校舎の耐震補強工事を行う小学校耐震
補強事業に８，８３２万円、額田小学校耐震補強事業に
６，７５３万円、瓜連中学校屋内運動場の整備を行う瓜
連中学校整備事業に５億９１４万６千円、一中学区コ
ミュニティセンター建設事業に１億５７４万３千円な
どを計上しました。

債費　市債を返済するための費用です。
　起債償還元金に１９億４，７９１万５千円、起債償

還利子に３億４，０１６万円などを計上しました。なお、
起債償還元金には、公的資金補償金免除繰上償還額
３億５，６８８万４千円が含まれています。

木費　道路の新設改良や維持補修、河川、公園
及び市営住宅の維持管理、土地区画整理や市

街地整備など、社会資本の整備に使われる費用で
す。
　道路維持補修事業に１億２，６８２万５千円、道路改
良舗装事業に１億７，０８０万４千円、杉原地区まちづ
くり事業に１億６２７万８千円、菅谷市毛線街路整備
事業に５，５５２万７千円、上菅谷停車場線街路整備事
業に５，１９２万９千円などを計上しました。

民

教

土

務費　市の全般的な管理事務などの経費で、市税
の徴収や公有財産の維持管理、戸籍や住民基本台

帳の管理、広報紙の発行、選挙、統計調査などに使われ
る費用です。
　広報なか印刷製本費など広報事業に１，０７８万４千円、
庁舎管理事業に５，６１７万１千円、市税前納報奨事業に
２，０６３万７千円、協働のまちづくり推進事業に１２６万５千
円などを計上したほか、新たに那珂市市制施行５周年記
念事業に３３３万９千円を計上しました。

生費　市民が健康で衛生的な生活を送れるよう良好
な環境を保持するための経費で、各種健診や予防接

種、公害対策、ごみの収集処理などに使われる費用です。
　予防接種事業に７，０４８万２千円、がん検診や生活習慣
病予防検診を行う各種検診事業に４，８６６万８千円、浄化
槽設置補助事業に５，５６５万９千円、大宮地方環境整備組
合負担金に５億７，５１０万６千円、家庭系可燃ごみ収集事
業に９，５４５万６千円などを計上しました。

林水産業費　農業、林業及び畜産業の振興対策、生
産基盤の整備、農道の維持管理、地籍調査、米の生

産調整対策などに使われる費用です。
　担い手育成支援事業に１，１０７万４千円、農業用施設の
整備を行う土地改良基盤整備事業に１億６，６７８万１千円、
戸多地区地籍調査事業に２，４６４万５千円、木崎地区地籍
調査事業に３，３４９万８千円、水田農業構造改革対策奨励
補助事業に１億１８７万１千円などを計上しました。

防費　消防本部庁舎の維持管理、消防団の活動、消
防施設の整備及び維持管理、防災対策などに使わ

れる費用です。
　消防団設置事業に３，６１２万７千円、自主防災組織育成
事業に１７５万円などを計上したほか、新たに、防災訓練実
施事業に１８５万６千円を計上しました。

工費　商工業の振興やイベント等の観光事業など
に使われる費用です。

　商工会補助事業に１，３００万円、なかひまわりフェス
ティバル事業に１，４３３万７千円、清水洞の上整備事業に
１，２２０万７千円、八重桜まつり事業に６７９万５千円、専門
相談員による消費者相談などを行う消費者行政推進事業
に４０２万６千円、新たに那珂市商工会が行う「一店逸品事
業」に対し補助するがんばる商店街支援事業２４０万円を計
上しました。

（６ページ：表４、図３参照）
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商



１０

特別会計
　特別会計は、特定の事業を行う場合、特定の歳入をもって特定の歳出に充て、一般会計から分離して別に収支経
理を行う会計です。主な会計をみてみますと、老人保健特別会計が、後期高齢者医療制度への移行などにより
９８．５％減、介護サービス事業特別会計が直営の地域包括支援センターを廃止することなどにより前年度比９２．０％減
となっています。
　また、（※）公的資金補償金免除繰上償還の実施に伴い公債費が増えることから、下水道事業特別会計が前年度比
１６．４％増となっており、農業集落排水整備事業特別会計は、鴻巣地区の処理施設建設費等により前年度比１６．８％増
となっています。

（６ページ：表１参照）

水道事業会計
　市の水道事業は、民間企業と同様に企業会計
が導入されており、独立採算で運営しています。
　本年度は、浄水施設の更新に向けた実施設計
を始め、配水管布設、消火栓設置等を行うと共
に、施設の維持管理を強化して安定給水に努め
ます。主な建設改良事業として、配水施設工事
費１億３，３８０万円を予定しております。

（表５参照）

■表５　平成２１年度水道事業会計予算額

※公的資金補償金免除繰上償還とは

　地方公共団体の厳しい財政状況を踏まえ、国の制度改正により、平成１９年度から２１年度までの臨時特例
措置として実施されるもので、通常、地方債を償還期限前に繰上償還する場合、後年度の利子に相当する
額を補償金として支払うこととされているが、行政改革や事業見直し等を含めた健全化計画の策定による
相当の効果を前提に、補償金が免除され、また、低利資金への借換えを行うこと等により、将来の公債費
負担の軽減が図れます。

増減率
（Ａ）/（Ｂ）

２０年度予算額
（Ｂ）

２１年度予算額
（Ａ）区　　　分

△１．３１，１４６，７２０１，１３１，７５３収入
収益的収支

△３．５１，１２１，６４８１，０８１，８９８支出

△３３．４１０３，５２５６８，９９１収入
資本的収支

△１６．６５８０，４６２４８４，０６０支出

（単位：千円、％）

�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�

一般会計予算額を平成２１年３月１日現在の人口５６，３４４人で割って算出

７７，６３４円高齢者や障害者の福祉、子育て支援、生活保護などに民 生 費

４６，８７５円学校教育や生涯学習の充実、文化・スポーツの振興などに教 育 費

４０，６４５円市債の返済に公 債 費

３６，２９６円全般的な管理事務などに総 務 費

３５，５７０円道路の整備、河川、公園および市営住宅の管理などに土 木 費

２２，２６３円病気予防や健康増進、火葬場斎場の運営、ごみ処理などに衛 生 費

１６，３０９円農林業の振興、生産基盤の整備などに農林水産業費

１５，２１６円消防、救急活動、災害対策などに消 防 費

３，８１９円議会運営に議 会 費

２，９３３円商工業や観光の振興などに商 工 費

２５３円予備費などにそ の 他

２９７，８１３円合　　計



広報なか４月号１１

市長提出議案は、報告１件、条例の制定・一部改正１２件、平成２０年度
補正予算１１件、平成２１年度予算１２件、その他６件、合わせて４２件です。
審議の結果、全議案について原案のとおり可決されました。
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【
定
額
給
付
金
給
付
事
業
】　

市
民
に
対
し

迅
速
か
つ
確
実
に
給
付
が
で
き
る
よ
う
、

３
月
１
日
付
け
で
企
画
課
内
に
定
額
給
付

金
対
策
室
を
設
置
し
ま
し
た
。

【
市
民
の
歌
・
踊
り（
仮
称
）の
制
定
】　

那

珂
市
民
の
歌
等
制
定
委
員
会
に
お
い
て
公

募
さ
れ
た
歌
詞
の
選
定
を
経
て
、
作
曲
の

公
募
を
２
月
末
に
終
了
し
ま
し
た
。
公
募

の
曲
に
つ
き
ま
し
て
は
、
今
後
検
討
し
選

定
し
ま
す
。

【
レ
ジ
袋
の
削
減
に
向
け
た
取
り
組
み
】　

地
球
温
暖
化
防
止
や
ご
み
の
減
量
化
、
資

源
の
有
効
活
用
な
ど
循
環
型
社
会
の
構
築

に
向
け
た
活
動
を
積
極
的
に
推
進
す
る
た

め
、
市
内
の
ス
ー
パ
ー
６
社
お
よ
び
市
民

団
体
（
レ
ジ
袋
の
削
減
を
推
進
す
る
那
珂

市
民
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
）
と
、
本
年
４
月
１

日
実
施
に
向
け
て
協
定
を
締
結
し
ま
し

た
。

【
自
主
防
災
組
織
の
結
成
】　

木
崎
４
区
白

河
内
自
主
防
災
会
お
よ
び
木
崎
５
区
門
部

台
自
主
防
災
会
の
２
つ
の
自
主
防
災
組
織

が
、
新
た
に
結
成
さ
れ
ま
し
た
。
さ
ら
に

下
大
賀
地
区
に
お
い
て
も
３
月　

日
に
結

２８

成
さ
れ
る
予
定
で
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
市

内
の
自
主
防
災
組
織
は
中
里
区
、
平
野
１

区
、
２
区
、
３
区
を
含
め
７
地
区
と
な
り

ま
す
。

【
那
珂
市
地
域
福
祉
計
画
策
定
事
業
】　
「
思

い
や
り
に
あ
ふ
れ
、
お
互
い
を
支
え
合
う

な
か
（
那
珂
）
の
よ
い
ま
ち
づ
く
り
」
を

目
標
と
し
た「
那
珂
市
地
域
福
祉
計
画
」を

年
度
内
策
定
に
向
け
作
業
を
進
め
て
お
り

ま
す
。

【
那
珂
市
高
齢
者
保
健
福
祉
計
画
策
定
事

業
】　

高
齢
者
が
、
健
や
か
で
生
き
が
い

を
も
っ
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
を
推
進

す
る
た
め
、「
第
５
期
那
珂
市
高
齢
者
福

祉
計
画
」、「
第
４
期
那
珂
市
介
護
保
険
事

業
計
画
」、「
第
２
期
健
康
プ
ラ
ン
那
珂

　

」
を
そ
れ
ぞ
れ
年
度
内
策
定
に
向
け
作

２１業
を
進
め
て
お
り
ま
す
。

【
那
珂
市
障
害
者
プ
ラ
ン
推
進
事
業
】　

那

珂
市
障
害
者
プ
ラ
ン
」
の
う
ち
「
障
害
福

祉
計
画
」
に
つ
き
ま
し
て
は
、
第
２
期
目

に
入
る
こ
と
か
ら
第
１
期
の
実
績
を
踏
ま

え
目
標
値
の
見
直
し
を
行
い
ま
し
た
。

【
耕
作
放
棄
地
実
態
調
査
】　

市
内
に
お
け

る
耕
作
放
棄
地
の
状
況
を
把
握
す
る
た

め
、
平
成　

年
８
月
か
ら　

月
初
め
に
か

２０

１１

け
て
、
農
業
委
員
会
と
協
力
し
て
現
地
調

査
を
実
施
し
ま
し
た
。
こ
の
結
果
、
３
３

１
ヘ
ク
タ
ー
ル
が
耕
作
放
棄
地
と
な
っ
て

い
る
こ
と
が
確
認
で
き
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
那
珂
市
地
域
担
い
手
育
成
総

合
支
援
協
議
会
や
農
業
委
員
会
を
は
じ
め

関
係
機
関
と
の
協
議
を
行
い
、
耕
作
放
棄

地
の
解
消
に
向
け
た
計
画
の
策
定
等
を
進

め
て
ま
い
り
ま
す
。

【
し
ど
り
の
湯
保
養
セ
ン
タ
ー
管
理
事
業
】

那
珂
市
社
会
福
祉
協
議
会
に
委
託
し
て
お

り
ま
す
「
し
ど
り
の
湯
保
養
セ
ン
タ
ー
管

理
事
業
」
に
つ
き
ま
し
て
は
、
利
用
者
数

が
２
月
末
現
在
で
前
年
対
比　

・
４
％
増

６２

加
の
４
万
４
、１
４
３
人
と
な
っ
て
お
り

ま
す
。

【
水
田
農
業
構
造
改
革
対
策
事
業
】　

平
成

　

年
産
か
ら
水
田
等
を
有
効
活
用
し
て
自

２１給
力
・
自
給
率
向
上
に
結
び
つ
く
作
物
の

生
産
拡
大
に
重
点
を
お
い
た
米
政
策
に
見

直
さ
れ
、
従
来
の
産
地
づ
く
り
交
付
金
が

産
地
確
立
交
付
金
に
変
更
さ
れ
る
と
と
も

に
、
水
田
等
有
効
活
用
促
進
交
付
金
が
新

た
に
設
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

平
成　

年
産
の
転
作
割
合
に
つ
き
ま
し

２１

て
は
、
平
成　

年
度
と
同
じ
く　

％
で
農

２０

３６

家
配
分
を
行
い
、
関
係
機
関
が
協
力
・
連

携
し
て
生
産
調
整
の
目
標
達
成
に
向
け
て

取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

【
農
業
農
村
整
備
事
業
】　

南
酒
出
地
区
排

水
路
整
備
工
事
を　

月
に
発
注
し
ま
し

１２

た
。

　

芳
野
市
民
農
園
に
つ
き
ま
し
て
は
、
４

月
開
園
に
向
け
、
２
月
に
使
用
者
の
募
集

を
行
い
、
２
月
末
現
在
で　

区
画
分
の
応

７１

募
が
あ
り
ま
し
た
。
残
り
の
区
画
に
つ
き

ま
し
て
は
、
継
続
し
て
募
集
し
て
ま
い
り

ま
す
。

【
商
業
振
興
計
画
策
定
事
業
】　

市
に
お
け

る
商
業
振
興
策
を
総
合
的
か
つ
計
画
的
に

推
進
す
る
た
め
、
平
成　

年
度
か
ら　

年

２１

２５

度
ま
で
の
５
年
間
を
期
間
と
し
た
「
那
珂

市
商
業
振
興
計
画
」
を
年
度
内
策
定
に
向

け
作
業
を
進
め
て
お
り
ま
す
。

【
緊
急
雇
用
相
談
窓
口
の
設
置
】　

雇
用
・

失
業
状
況
の
急
速
な
悪
化
に
対
応
す
る
た

め
、
３
月
２
日
か
ら
商
工
観
光
課
内
に
緊

急
雇
用
相
談
窓
口
を
開
設
し
ま
し
た
。

【
清
水
洞
の
上
整
備
事
業
】　

森
林
湖
沼
環

境
税
を
活
用
し
た
県
補
助
事
業
と
し
て
、

森
林
の
除
間
伐
お
よ
び
作
業
路
と
木
道
の

整
備
を
１
月
に
発
注
し
ま
し
た
。

【
都
市
計
画
用
途
地
域
の
変
更
】　

平
成　
２０

年　

月　

日
付
け
で
、
瓜
連
駅
南
地
区
お

１２

１６

よ
び
菅
谷
下
宿
東
地
区
の
都
市
計
画
決
定

の
告
示
を
行
い
ま
し
た
。

【
市
営
住
宅
管
理
事
業
】　

中
里
住
宅
の
用

途
廃
止
に
伴
う
造
成
工
事
が
１
月
末
に
完

了
し
、
借
地
し
て
い
た
土
地
を
地
権
者
に

返
還
し
ま
し
た
。

【
市
街
地
整
備
事
業
】　

杉
原
地
区
ま
ち
づ

く
り
事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、
道
路
改
良

�
�
�
�
�
�
（
一
部
編
集
）



市長提出議案市長提出議案
案案案議案全全全議全議案

可決可決可決可決可決

１２

【
公
共
下
水
道
事
業
】　

下
大
賀
地
区
（
第

３
工
区
）
汚
水
管
布
設
工
事
お
よ
び
横
堀

地
区
（
第
２
工
区
）
舗
装
復
旧
工
事
を　
１１

月
に
、
向
山
地
区
（
第
２
、
第
３
）、
杉

原
地
区
（
第
３
）
お
よ
び
下
大
賀
地
区

（
第
２
、
第
３
）
の
マ
ン
ホ
ー
ル
ポ
ン
プ
設

置
工
事
を　

月
に
、
向
山
地
区
（
第
１
工

１２

区
）
舗
装
復
旧
工
事
を
１
月
に
発
注
し
ま

し
た
。

【
上
水
道
事
業
】　

門
部
地
区（
第
１
工
区
）

配
水
管
移
設
工
事
お
よ
び
菅
谷
地
区
（
第

１
、
第
２
工
区
）
配
水
管
布
設
工
事
を　
１１

月
に
、
瓜
連
地
区
（
第
１
、
第
２
工
区
）

老
朽
管
更
新
工
事
を　

月
に
発
注
し
ま
し

１２

た
。

【
成
人
式
】　

平
成　

年
那
珂
市
成
人
式
を

２１

１
月　

日
に
開
催
し
、
大
人
の
仲
間
入
り

１０

を
し
た
新
成
人
５
６
６
人
が
参
加
、
参
加

率
は
約　

％
で
し
た
。

８１

【（
仮
称
）
一
中
学
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
建
設
事
業
】　
（
仮
称
）
一
中
学
区
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
の
本
体
新
築
工
事

が
３
月
に
完
了
し
、
外
構
工
事
に
つ
き
ま

し
て
は
６
月
末
に
完
了
す
る
予
定
で
す
。

そ
の
後
、
植
栽
工
事
お
よ
び
取
付
道
路
の

工
事
を
施
工
し
、
９
月
に
オ
ー
プ
ン
す
る

予
定
で
準
備
を
進
め
て
お
り
ま
す
。

【
消
防
業
務
】　

Ａ
Ｅ
Ｄ
（
自
動
体
外
式
除

細
動
器
）
に
つ
き
ま
し
て
は
、
２
月　

日
１２

に
菅
谷
、
菅
谷
東
、
菅
谷
西
、
横
堀
お
よ

び
瓜
連
の
各
小
学
校
と
瓜
連
支
所
、
中
央

公
民
館
、
那
珂
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
、
瓜

連
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
に
設
置
し
、
こ
れ

で
市
内
の
公
共
施
設　

か
所
す
べ
て
に
設

２９

置
を
完
了
し
ま
し
た
。

　
　

月
７
日
か
ら
２
月　

日
ま
で
の
消
防

１１

２８

訓
練
指
導
に
つ
き
ま
し
て
は
、
事
業
所
や

学
校
等
を
対
象
に　

回
行
い
、
３
、２
９

２９

６
人
が
参
加
し
、
防
火
防
災
知
識
の
修
得

と
、
防
火
意
識
の
向
上
を
図
り
ま
し
た
。

ま
た
、
普
通
救
命
講
習
会
を　

回
行
い
、

１４

３
１
８
人
が
修
了
し
、
応
急
手
当
の
普
及

に
努
め
ま
し
た
。

　

火
災
出
場
件
数
に
つ
き
ま
し
て
は
、
車

両
が
１
件
、
救
急
出
場
件
数
に
つ
き
ま
し

て
は
、
急
病
が
２
８
３
件
、
交
通
事
故
が

１
０
８
件
、
そ
の
他
が
１
３
６
件
、
合
計

５
２
７
件
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

１
月　

日
に
は
、
那
珂
総
合
公
園
多
目

１１

的
広
場
で
消
防
関
係
者
８
１
６
人
が
参
加

し
、
平
成　

年
消
防
出
初
式
を
開
催
し
、

２１

地
域
防
災
に
向
け
て
士
気
の
高
揚
を
図
り

ま
し
た
。

　
　

　
　

平
成　

年
３
月　

日

２１

１０

那
珂
市
長　

小
宅　

近
昭

工
事
（
Ｌ
＝
２
０
０ 
ｍ
）
を　

月
に
発
注

１１

し
ま
し
た
。

　

上
菅
谷
駅
前
地
区
ま
ち
づ
く
り
事
業
に

つ
き
ま
し
て
は
、
駅
北
駐
輪
場
整
備
工
事

（
２
４
４
台
）
を　

月
に
発
注
し
ま
し
た
。

１２

　

上
菅
谷
停
車
場
線
街
路
整
備
事
業
に
つ

き
ま
し
て
は
、
道
路
改
良
工
事
（
L
＝
１

８
７ 
ｍ
）
を　

月
に
発
注
し
ま
し
た
。

１１

　

上
菅
谷
下
菅
谷
線
街
路
整
備
事
業
に
つ

き
ま
し
て
は
、
歩
道
照
明
設
備
工
事
（
２

基
）
を　

月
に
発
注
し
ま
し
た
。

１１

　

菅
谷
市
毛
線
街
路
整
備
事
業
に
つ
き
ま

し
て
は
、
２
期
工
事
分
の
う
ち
７
５
０ 
ｍ

に
つ
い
て　

月　

日
に
暫
定
供
用
を
開
始

１２

２５

し
ま
し
た
。

　

上
菅
谷
駅
前
地
区
土
地
区
画
整
理
事
業

に
つ
き
ま
し
て
は
、
駅
前
広
場
整
備
工
事

（
L
＝　
 
ｍ
）、
区
画
道
路
整
備
工
事
（
L

６４

＝　
 
ｍ
）
を　

月
に
発
注
し
ま
し
た
。

７７

１２
◎報告

専決処分の報告について（訴えの提起）
◎条例の制定・一部改正

市監査委員条例の一部を改正する条例／市職
員の勤務時間、休暇等に関する条例の一部を
改正する条例／市職員の給与に関する条例の
一部を改正する条例／市国民健康保険条例の
一部を改正する条例／市介護保険条例の一部
を改正する条例／市原子力発電施設等立地地
域における固定資産税の特別措置に関する条
例の一部を改正する条例／市産業活動の活性
化及び雇用機会の創出のための固定資産税の
特別措置に関する条例の一部を改正する条例
／市手数料条例の一部を改正する条例／市人
事行政の運営等の状況の公表に関する条例／
市市民活動基金条例／市印紙等購買基金条例
／市介護従事者処遇改善臨時特例基金条例
◎平成２０年度補正予算

市一般会計補正予算（第５号）／市国民健康保
険特別会計（事業勘定）補正予算（第４号）／市
老人保健特別会計補正予算（第２号）／市下水
道事業特別会計補正予算（第３号）／市公園墓
地事業特別会計補正予算（第１号）／市農業集
落排水整備事業特別会計補正予算（第３号）／
市介護保険特別会計（保険事業勘定）補正予算
（第２号）／市介護サービス事業特別会計補正
予算（第１号）／市上菅谷駅前地区土地区画整
理事業特別会計補正予算（第２号）／市後期高
齢者医療特別会計補正予算（第１号）／市水道
事業会計補正予算（第３号）
◎平成２１年度予算

市一般会計予算／市国民健康保険特別会計
（事業勘定）予算／市老人保健特別会計予算／
市下水道事業特別会計予算／市公園墓地事業
特別会計予算／市農業集落排水整備事業特別
会計予算／市介護保険特別会計（保険事業勘
定）予算／市介護サービス事業特別会計予算
／市上菅谷駅前地区土地区画整理事業特別会
計予算／市後期高齢者医療特別会計予算／那
珂地方公平委員会特別会計予算／市水道事業
会計予算
◎その他（同意を含む）

公の施設の広域利用に関する協議について／
市道路線の認定について／市道路線の廃止に
ついて／人権擁護委員の推薦について／市政
治倫理審査会委員の委嘱について／市教育委
員会委員の任命について



広報なか４月号１３
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那
珂
市
に
住
民
登
録
の
あ
る
か
た
の
パ
ス
ポ
ー

ト
（
旅
券
）
の
申
請
や
受
け
取
り
が
、
市
民
課

の
窓
口
で
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
那
珂
市
に
本
籍
が
あ
る
か
た
は
、
戸
籍
謄
（
抄
）
本

の
取
得
と
パ
ス
ポ
ー
ト
の
申
請
が
市
民
課
一
か
所
で
済
む
よ
う
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
受
け

取
り
の
時
に
必
要
な
収
入
印
紙
・
茨
城
県
収
入
証
紙
も
市
民
課
の
窓
口
で
販
売
し
ま
す
。

�
�
�
�
�
�

◆
６
月
１
日
か
ら
の
パ
ス
ポ
ー
ト
窓
口

　

那
珂
市
役
所
１
階　

市
民
課

　
（
那
珂
市
福
田
１
８
１
９
番
地
５
）

◆
取
扱
日
時

月
曜
〜
金
曜
日
（
祝
日
・
年
末
年
始
を

除
く
）　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

※
木
曜
日
の
窓
口
延
長
の
日
は
、
パ
ス

ポ
ー
ト
の
受
け
取
り
に
限
り
、
午
後
７

時　

分
ま
で
延
長
し
ま
す
。

１５

◆
申
請
に
必
要
な
も
の

○
申
請
書　

１
通

※
申
請
書
は
、
市
民
課
お
よ
び
瓜
連
支
所

に
用
意
し
て
あ
り
ま
す
。

○
戸
籍
謄
（
抄
）
本　

１
通

　

６
か
月
以
内
に
発
行
し
た
も
の

○
写
真　

１
枚

６
か
月
以
内
に
撮
影
し
た
も
の
で
、
パ

ス
ポ
ー
ト
申
請
用
規
格
に
合
っ
た
も
の

○
本
人
確
認
で
き
る
書
類

運
転
免
許
証
、
写
真
付
き
の
住
民
基
本

台
帳
カ
ー
ド
な
ど

○
以
前
に
取
得
し
た
パ
ス
ポ
ー
ト

○
印
鑑

◆
注
意
点

○
パ
ス
ポ
ー
ト
の
申
請
か
ら
受
け
取
り
ま

で
の
期
間
は
、
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を

除
い
て
８
日
間
で
す
。

　

お
早
目
の
申
請
を
お
願
い
し
ま
す
。

○ 
６
月
１
日
以
降
は
、
一
部
例
外
を
除
き

県
パ
ス
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
で
の
手
続
き

は
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

【写真サイズ】
原寸大

※
詳
し
く
は
、『
旅
券
（
パ

ス
ポ
ー
ト
）
申
請
の
ご
案

内
』
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

横３５mm

縦
４
５
m
m

市
民
課　

窓
口
係　

�
２
９
８
・
１
１
１
１

（
内
線
１
５
４
）

問い
合わせ

◆手数料

内　　　訳
手数料

県収入証紙収入印紙

２，０００１４，０００１６，０００１０年有効旅券の発給

２，０００９，０００１１，０００５年有効旅券の発給

２，０００４，０００６，０００１２歳未満の者への旅券発給

２００７００９００記載事項の訂正

５００２，０００２，５００査証欄の増補

（円）

外務省旅券キャラクター 
パスポくん



保
険
課

保
険
課

保
険
課
か
ら
の

か
ら
の

か
ら
の

かかかかか

お
し
ら
せ

お
し
ら
せ

お
し
ら
せ

１４
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国
民
健
康
保
険
税
（
介
護
保
険
分
）
は

　

歳
以
上　

歳
未
満
の
か
た
に
納
付
し
て

４０

６５

い
た
だ
く
も
の
で
、
平
成　

年
度
か
ら
賦

２１

課
限
度
額
が　

万
円
（
現
行
９
万
円
）
に

１０

引
上
げ
と
な
り
ま
す
。

　

国
民
健
康
保
険
税
（
介
護
保
険
分
）
の

賦
課
限
度
額
の
引
上
げ
に
つ
い
て
は
、
国

民
健
康
保
険
法
施
行
令
及
び
地
方
税
法
施

行
令
の
一
部
改
正
に
伴
い
、
改
正
さ
れ
る

も
の
で
す
。保

険
課　

国
保
・
医
療
係

�
２
９
８
・
１
１
１
１

（
内
線
１
４
５
・
１
４
６
・
１
４
７
）

問い
合わせ

■平成２０年度の税率 ■平成２１年度改正後

介護保険分介護保険分後期高齢者
支援分医療分区　分

１．５％１．５％１．９％６．３％①所得割：加入者の前年所得に応じて計算

１２，０００円１２，０００円１０，８００円２６，４００円②均等割：加入者の人数に応じて計算

２２，２００円③平等割：１世帯につき定額で計算

①＋②①＋②①＋②①＋②＋③年 税 額

�������１２万円４７万円年税賦課限度額

◆保険者（市町村国保や政府管掌保険、各組合保険等）は納付していただいた介護保険分を介護納付金とし
て社会保険診療報酬支払基金へ納付します。図は介護給付費等に必要な財源の負担割合をグラフに表し
たものです。

■介護保険の被保険者について
○第１号被保険者：市町村の区域内に住所を有する６５歳以
上の者
○第２号被保険者：市町村の区域内に住所を有する４０歳以
上６５歳未満の医療保険加入者

　
■被保険者を二種類に区別している理由
○高齢化に伴って発生する介護ニーズは、６５歳以上の者と
４０歳～６４歳の者では大きな差異があること
○６５歳以上の者は現役世代に扶養される世代。それに対
し、６４歳以下の者は現役世代であること
○６４歳以下の者は、要介護状態にある親を社会的に介護し
てもらえる受益があること
　
■介護納付金について
○保険者（市町村国保や政府管掌保険、各組合保険等）が支払基金に対して納付義務を負います。
○この納付金に充てるための費用は、医療保険各法の規定により保険料（税）等を徴収しなければならないことと
なっているため、「国民健康保険に要する費用」に「介護納付金の納付に要する費用」を含めて国保税として課
税しています。

図：介護給付費等に必要な財源の負担割合

市町村  12.5%

都道府県  12.5%

国  25.0%

第２号被保険者  30.0%

第１号被保険者
20.0%

公　費公　公　
負担負担負担負   50%  50%  50%担担担

被保険者被保険者被保険者
負担 0%  50%50%担
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介
護
保
険
料
は
、
高
齢
者
が
自
立
し
た

生
活
を
送
る
た
め
に
必
要
と
な
る
サ
ー
ビ

ス
の
量
や
費
用
を
も
と
に
、
３
年
ご
と
に

見
直
す
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
今
年
度
が

改
定
の
年
に
あ
た
り
ま
す
。

保
険
課　

介
護
・
年
金
係

�
２
９
８
・
１
１
１
１

（
内
線
１
４
２
・
１
４
３
・
１
４
４
）

問い
合わせ

■今回の改正点
　６５歳以上のかたの保険料基準月額（第４段階の保険
料）は、平成２０年度の３，５５０円に対して、平成２１年度
からは３００円増の３，８５０円となりました。これは、高齢
化の進行に伴う要介護者の増加や、制度の定着にとも
なう利用者数・利用量の増加によるものです。
　また、従来の所得段階区分では、１２５万円未満の課税
所得があるかたの保険料が急激に上昇してしまうた
め、その負担軽減が図れるよう、段階数が６から７へ
と細分化されました。

●６５歳以上のかたの介護保険料と所得段階

変更後（平成２１～２３年度）変更前（平成１８～２０年度）

保険料
（年額）対　象　者所得段階保険料

（年額）対　象　者所得段階

２０，７６０円変更なし第１段階１９，２００円
市民税非課税世帯で老齢福祉
年金受給者または生活保護受
給者

第１段階

２０，７６０円変更なし第２段階１９，２００円
市民税非課税世帯で、前年の
合計所得金額と課税年金収入
額の合計が８０万円以下のかた

第２段階

３３，２４０円変更なし第３段階３０，７２０円
市民税非課税世帯で、前年の
合計所得金額と課税年金収入
額の合計が８０万円を超えるかた

第３段階

４６，２００円変更なし第４段階
（基準段階）４２，６００円

世帯の誰かに市民税が課税さ
れているが、本人は非課税の
かた

第４段階
（基準段階）

５３，５２０円
市民税が課税されていて、前
年の合計所得金額が１２５万円未
満のかた

第５段階

５５，０８０円
市民税が課税されていて、前
年の合計所得金額が２００万円未
満のかた

第５段階

６１，４４０円
市民税が課税されていて、前
年の合計所得金額が１２５万円以
上２００万円未満のかた

第６段階

７５，７２０円変更なし第７段階６８，７６０円
市民税が課税されていて、前
年の合計所得金額が２００万円以
上のかた

第６段階

■費用負担
　介護サービスにかかる費用は保険料と国・県・市からの公費でまかなわれ、65歳以上のかたには費用全体の20％
を所得に応じた保険料で負担していただくことになっています。
●介護サービスにかかる費用の負担割合（居宅サービスの場合）

国：２５％
県：１２．５％
市：１２．５％

公費負担　５０％
４０歳～６４歳
のかたの保険料

３０％

６５歳以上
のかたの保険料

２０％



１６

　

那
珂
市
で
は
、
大
規
模
地
震
に
も

耐
え
う
る
よ
う
学
校
施
設
等
の
耐
震

化
を
図
る
た
め
、
昭
和　

年
以
前
の

５６

旧
建
築
基
準
法
に
基
づ
い
て
建
設
さ

れ
た
学
校
施
設
の
う
ち
、
校
舎
を
中

心
に
耐
震
診
断
を
実
施
し
ま
し
た
。

次
の
と
お
り
、
実
施
し
た
耐
震
診
断

の
結
果
を
公
表
し
ま
す
。

　

今
後
は
耐
震
診
断
の
結
果
に
基
づ

き
、
耐
震
改
修
工
事
と
未
診
断
施
設

の
耐
震
診
断
を
順
次
進
め
て
い
き
ま

す
。

　

昭
和　

年
以
前
の
旧
建
築
基
準
法
に

５６

基
づ
い
て
建
設
さ
れ
た
建
物
の
う
ち
、

非
木
造
で
２
階
建
て
以
上
ま
た
は
床
面

積
の
合
計
が
２
０
０
平
方
メ
ー
ト
ル
を

超
え
る
す
べ
て
の
建
物
で
す
。

　
　

値
は
、
建
物
の
耐
震
診
断
を
判
断

Is
す
る
た
め
の
数
値
（
構
造
耐
震
指
標
）

で
、
建
物
の
耐
震
性
能
を
表
す
指
標
で

す
。
こ
の
指
標
は
、
①
地
震
力
に
対
す

る
建
物
の
強
度
、
②
地
震
力
に
対
す
る

建
物
の
粘
り
強
さ
が
大
き
い
ほ
ど
、
こ

の
指
標
の
値
が
大
き
く
な
り
、
耐
震
性

能
が
高
く
な
り
ま
す
。

　

国
土
交
通
省
で
は
、
安
全
の
目
安
と
し

て　

値
を　

以
上
と
し
て
い
ま
す
。
ま

Is

０．６

た
、　

値
に
対
す
る
耐
震
性
能
を
下
表
の

Is
よ
う
に
判
断
し
て
お
り
、
値
が
大
き
い

ほ
ど
耐
震
性
が
高
い
こ
と
を
表
し
ま
す
。

　

な
お
、
文
部
科
学
省
で
は
学
校
と
し

て
の
特
殊
性
と
地
域
の
避
難
場
所
と
し

て
の
機
能
を
加
味
し
、
安
全
の
目
安
を

　

値　

以
上
と
し
て
い
る
た
め
、　

値

Is

０．７

Is

が　

未
満
の
学
校
施
設
は
、
耐
震
補
強

０．７
工
事
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
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構造耐力上主要な部分の地震に対する安全性Is値

地震の振動及び衝撃に対して倒壊し、または崩壊する
危険性が高い０．３未満

地震の振動及び衝撃に対して倒壊し、または崩壊する
危険性がある０．３以上～０．６未満

地震の振動及び衝撃に対して倒壊し、または崩壊する
危険性が低い０．６以上

（平成１８年１月２５日　国土交通省告示第１８４号による）

※文部科学省では、地震の振動および衝撃とは大規模地震を示しています。
※Is値０．６の建物は、「必要な耐震強度に対し１００％の強度を持っている」ことを意味しており、「耐
震強度が６０％」ということではありません。

※建築防災協会基準によると耐震診断の結果の判定はIs値０．６未満の場合「構造体としての耐震性
は『疑問あり』とされるが、これが直ちに構造体の崩壊・大破を意味するものではない」とされ
ています。

　

値
と
は

Is 対
象
の
建
物

■西側校舎３階部分の撤去が完了した菅谷小学校

� � � �

耐震補強の例

【横堀小学校】

【五台小学校】

鉄骨ブレース

▲
▲
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●学校施設耐震診断結果一覧【対象となる小中学校校舎】

●本米崎小学校、菅谷東小学校、木崎小学校、瓜連小学校、第四中学校の校舎は、

現建築基準法に基づいた建物であるため調査の対象外です。

問い合わせ

学校教育課施設係（瓜連支所）

�２９８－１１１１　内線８２７６

※１　構造「ＲＣ」とは鉄筋コンクリート造り、「Ｓ」とは鉄骨造り　
※２　延床面積とは棟の床面積の合計

備　　考
耐震診断
（二次）
によるIs値

建物概要

棟　　名学校名
延床面積
（㎡）

階数構造建築年

平成１４年度補強工事完了０．７２
（補強後）

２，２６０２ＲＣ昭和４７年校舎
横堀
小学校

耐震補強工事の必要なし０．９６　４６４２ＲＣ昭和５６年東側校舎

平成２１・２２年度の２か年
で工事予定０．２７３，００７３ＲＣ昭和５０年校舎

額田
小学校

平成２１年度工事予定０．３２３，７１３３ＲＣ
昭和４３年
昭和４４年
昭和４５年

校舎
菅谷
小学校

西側校舎３階部分は、平
成２０年度撤去済み０．１９　６２５－Ｓ昭和４９年西側校舎３階部分

０．４７３，３００３ＲＣ昭和５４年校舎
菅谷西
小学校

平成１８・１９年度補強工事
完了

０．７４
（補強後）

３，７９３３ＲＣ
昭和４８年
昭和５２年
昭和５３年

校舎
五台
小学校

０．２８２，１１１２ＲＣ昭和４７年校舎
戸多
小学校

０．３３２，９３３３ＲＣ昭和４９年校舎
芳野
小学校

耐震補強工事の必要なし０．７５１，１１３２ＲＣ昭和５２年北側校舎東側
第一
中学校

０．６６　６８１３ＲＣ昭和５６年北側校舎西側

０．２７３，１１５３ＲＣ昭和４１年
昭和４２年校舎（本館）

第二
中学校

耐震補強工事の必要なし０．８３　２４３１Ｓ昭和４２年東側校舎金工木工室棟

０．３６２，９４９３ＲＣ昭和４３年
昭和４４年校舎

第三
中学校

０．４９　８３２２ＲＣ昭和４５年北側校舎特別教室棟

０．０７　２１６１Ｓ昭和４５年北側校舎金工木工室棟

０．３８２，１５７２ＲＣ
昭和４６年
昭和４７年
昭和４９年

校舎
瓜連
中学校

０．０６　２８８１Ｓ昭和４９年
昭和５０年北側校舎金工木工室棟



１８

　

那
珂
市
で
は
こ
れ
ま
で
も
健
康
づ
く

り
、
農
業
、
教
育
を
は
じ
め
と
す
る
あ
ら

ゆ
る
分
野
で
食
育
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し

た
が
、
近
年
、
社
会
環
境
の
変
化
や
ラ
イ

フ
ス
タ
イ
ル
の
多
様
化
な
ど
に
よ
り
、
私

た
ち
の
食
生
活
に
、
食
習
慣
の
乱
れ
や
家

族
と
食
卓
を
囲
む
機
会
の
減
少
な
ど
多
く

の
課
題
が
生
じ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
背
景
を
踏
ま
え
て
、
こ
れ

ま
で
の
取
り
組
み
に
加
え
、
さ
ら
に
「
食

育
」
を
市
民
運
動
へ
と
展
開
し
て
い
く
た

め
、
平
成　

年
２
月
「
那
珂
市
食
育
推
進

２１

計
画
」
を
策
定
し
ま
し
た
。

　

那
珂
市
の
将
来
像
で
あ
る
「
人
に
や
さ

し
く
文
化
の
香
り
高
い
ま
ち
」
が
身
近
で

現
実
の
も
の
と
な
る
よ
う
、
食
育
を
と
お

し
て
様
々
な
取
り
組
み
を
繰
り
広
げ
、
健

康
で
い
き
い
き
と
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り

を
目
指
し
ま
す
。

�
�
�
�
�

　

平
成　

年
２
月「
那
珂
市
食
育
推
進
計
画
」を
策
定
し
ま
し
た
。
い

２１

ま
、
私
た
ち
の
食
を
め
ぐ
る
現
状
は
、
危
機
的
な
状
況
に
立
た
さ
れ

て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
市
民
一
人
ひ
と
り
が
自
ら
積

極
的
に
食
育
を
実
践
し
健
全
な
心
身
を
培
い
、
豊
か
な
人
間
性
を
育

む
た
め
、�
�
�
�
�
�
�
�
��

�
�
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�
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�
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�
�
を
合
言
葉
と
し
て
、
未
来
の
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
、
み
ん
な

で
進
ん
で
い
き
ま
し
ょ
う
。
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【那珂市食育推進計画　　】�
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那
珂
市
の
食
と
生
活
の
状
況
は
、
全

国
や
茨
城
県
の
食
の
現
状
に
見
ら
れ
る

よ
う
に
、
健
全
な
食
生
活
が
失
わ
れ
つ

つ
あ
る
状
況
に
あ
り
ま
す
。
家
族
な
ど

と
楽
し
く
食
卓
を
囲
む
機
会
が
少
な
く

な
る
こ
と
で
、
料
理
を
す
る
機
会
が
減

り
、
食
事
作
法
や
食
に
関
す
る
知
識
、

技
術
や
正
し
い
情
報
の
選
択
・
活
用
な

ど
が
十
分
身
に
つ
け
ら
れ
な
い
状
況
に

あ
り
ま
す
。
こ
の
こ
と
は
、
野
菜
の
摂

取
不
足
や
朝
食
欠
食
な
ど
、
栄
養
バ
ラ

ン
ス
の
偏
り
や
不
規
則
な
食
事
に
つ
な

が
り
、
肥
満
や
過
度
の
や
せ
志
向
の
一

因
と
な
っ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
食
料
自

給
率
の
低
下
や
核
家
族
化
、
孤
食
な
ど

に
よ
り
伝
統
料
理
な
ど
の
地
域
の
食
文

化
が
継
承
さ
れ
に
く
く
な
っ
て
い
ま

す
。

　

健
康
の
状
況
は
、
生
活
習
慣
病
と
呼

ば
れ
る
糖
尿
病
、
循
環
器
疾
患
、
が
ん

な
ど
の
死
亡
原
因
の
発
症
が
多
い
傾
向

に
あ
り
ま
す
。
食
習
慣
・
運
動
習
慣
・

休
養
・
喫
煙
・
飲
酒
な
ど
の
生
活
習
慣

が
発
症
・
進
行
に
大
き
く
関
わ
っ
て
い

ま
す
。

　

農
業
は
、
那
珂
市
の
中
心
と
な
る
産

業
で
あ
り
、
恵
ま
れ
た
気
候
や
地
理
的

条
件
か
ら
多
種
多
様
な
農
作
物
が
生
産

さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
近
年
で
は
、

農
業
従
事
者
や
後
継
者
の
不
足
な
ど
に

よ
り
、
農
家
数
や
耕
地
面
積
が
減
少
傾

向
に
あ
り
、
更
に
、
安
価
な
輸
入
野
菜

の
増
加
に
よ
る
農
産
物
価
格
の
低
落

や
、
国
産
農
作
物
の
消
費
量
低
下
な
ど

の
問
題
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

　

那
珂
市
食
育
推
進
計
画
「
ぴ
ち
ぴ
ち

那
珂
っ
こ　

こ
こ
ろ
と　

か
ら
だ
は　

食
事
か
ら
」
は
、
食
育
基
本
法
第　

条
１８

第
１
項
の
規
定
に
基
づ
く
市
町
村
食
育

推
進
計
画
で
す
。
こ
の
計
画
は
、
食
育

推
進
の
方
向
を
定
め
、
総
合
的
・
計
画

的
に
推
進
す
る
た
め
の
基
本
と
し
、「
食

育
基
本
法
」
お
よ
び
「
茨
城
県
食
育
推

進
計
画
」
と
連
携
し
た
計
画
で
す
。

　

那
珂
市
の
食
育
は
、
人
づ
く
り
の
観

点
か
ら
、
次
の
世
代
を
担
う
子
ど
も
の

健
や
か
な
成
長
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

そ
の
健
や
か
な
成
長
の
た
め
に
、
保
護

者
な
ど
の
大
人
の
関
わ
り
や
、
目
標
を

理
解
し
共
に
取
り
組
ん
で
い
く
体
制
が

必
要
と
な
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
市
民
を

�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
	



連携と推進

応じて応じて役割に応役割に応ぞれの役割ぞれの役割役割役割それぞれのそれぞれのぞれのぞれの 割割役役役役役役役役割割 応応割割れれれれれれそれぞそれぞ 応応応応じじににのの てて役役割に応割に応応応割割の役の役役役 応応割に応割に応それぞそれぞ 割割役役 応応ぞぞ 役役役役割に割に役役それぞそれぞ 割割それぞれの役割に応じの役割に応じて
取組取組連携した取組連携した取組取組取組連携し連携し連携し連携し 取取取取取取組組携携携携携携連携連携連連連連 取取取取取取連連連連連連 組組携した携した 組組携した取携した取連連 組組連連 取取取取取取取取組組連連 組組携携携携携携携携携携携携 取組取組取取取取た取た取携携 組組携携 組組取取連携連携連携した取組

学校

地域行政

保育所
幼稚園

保健医療
関係者　

食品関連
業者など

農林漁業
関係者　

家庭
市民

食育基本法

食育基本計画

茨城県食育推進計画

那珂市食育推進計画

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


�
�
�
�

〇
茨
城
県
保
健
福
祉
部
保
健
予
防
課

　
　
　
　
　
　

�
３
０
１
―
３
２
２
９

〇
総
合
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー「
ひ
だ
ま
り
」

　

健
康
推
進
課 
総
務
企
画
係

　
　
　
　
　
　

�
２
７
０
―
８
０
７
１

������
�����

は
じ
め
、
家
庭
や
地
域
、
学
校
、
保
育

所
、
幼
稚
園
、
農
林
漁
業
者
、
保
健
衛

生
、
食
品
関
連
事
業
者
な
ど
が
、
そ
れ

ぞ
れ
の
役
割
に
応
じ
て
連
携
・
協
働
し

な
が
ら
、
積
極
的
に
取
り
組
む
こ
と
が

求
め
ら
れ
ま
す
。

　

食
育
は
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
が
、

心
身
と
も
に
健
康
で
暮
ら
す
た
め
に
必

要
な
も
の
で
す
。
こ
の
計
画
を
市
民
運

動
と
し
て
展
開
し
、
様
々
な
分
野
か
ら

子
ど
も
へ
、
さ
ら
に
子
ど
も
か
ら
の
ア

プ
ロ
ー
チ
を
広
め
る
た
め
、「
ぴ
ち
ぴ
ち

那
珂
っ
こ　

こ
こ
ろ
と　

か
ら
だ
は　

食
事
か
ら
」
を
合
言
葉
と
し
て
、
那
珂

市
の
食
育
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。



２０

　

市
は
、
１
月
に
「
那
珂
市
学
校
支
援
地

域
本
部
実
行
委
員
会
」
を
設
置
し
、
併
せ

て
瓜
連
中
学
校
区
に
「
瓜
連
中
学
校
地
区

学
校
支
援
地
域
本
部
」を
設
置
し
ま
し
た
。

今
年
度
か
ら
、
瓜
連
小
学
校
・
瓜
連
中
学

校
で
学
校
支
援
地
域
本
部
事
業
が
ス
タ
ー

ト
し
ま
す
。

�
�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

　

学
校
支
援
地
域
本
部
事
業
と
は
、
地
域

全
体
で
学
校
を
支
援
す
る
体
制
づ
く
り
を

推
進
す
る
こ
と
に
よ
り
教
員
や
地
域
の
大

人
が
子
ど
も
と
向
き
合
う
時
間
を
増
や

し
、
住
民
等
の
経
験
や
学
習
成
果
の
活
用

機
会
を
拡
充
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
「
地
域

の
教
育
力
」の
活
性
化
を
図
る
事
業
で
す
。

　

こ
れ
ま
で
も
、
各
学
校
で
は
地
域
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
か
た
が
た
の
協
力
を
得
な

が
ら
学
校
運
営
お
よ
び
教
育
活
動
が
行
わ

れ
て
い
ま
し
た
が
、
本
事
業
の
実
施
に
よ

り
「
地
域
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
」
が
学
校

と
地
域
の
橋
渡
し
役
を
担
う
こ
と
で
、
地

域
全
体
の
理
解
が
深
ま
り
、
学
校
と
地
域

と
の
連
携
協
力
が
一
層
図
ら
れ
る
よ
う
に

な
り
ま
す
。
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�
子どもたちのために役立ちたいという思いを持つかた
が、学校の教育活動や学校環境整備などを支援するボ
ランティア活動です。専門知識や技術が必要なものも
ありますが、だれにでもできるボランティア活動もた
くさんあります。

●�������　各々の授業など学習活動の全般において担当職員の補助として支援
●�� � � � �　部活動の指導補助、試合の審判など
●�� � � �　花壇の整備、樹木の剪定、遊具の塗装、図書の整理など
●��������　登下校中の安全指導、学区内の安全パトロール、校内巡回など
●�� � � �　学校行事の会場準備、片付けなど

問　那珂市瓜連中学校地区学校支援地域本部（生涯学習課（瓜連支所）内）　�２９８－１１１１　内線８２８２

��������	

�����

学校と学校支援ボランティアとをつなぐ地域コーディ
ネーターは、学校のニーズを把握し、学校の求めに応じ
た学校支援ボランティアを派遣する役割を担います。　

��������	


����������

那珂市学校支援地域本部
実行委員会委員長
兼地域コーディネーター
寺門　征也　さん（下大賀）

��������	
��
����

��������	
����
��

��������	

��
���

���������	
���
��

��������	
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��������	
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�����
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広報なか４月号２１

　

農
地
改
良
と
は
、
農
地
の
保
全
・
利
用

の
増
進
と
い
っ
た
農
地
の
改
善
を
目
的
と

し
た
行
為
で
あ
り
、
単
な
る
残
土
の
処
分

を
目
的
と
し
て
行
う
も
の
で
な
く
、
湿
田

解
消
・
田
畑
転
換
な
ど
、
水
は
け
の
悪
い

農
地
に
良
質
な
土
を
入
れ
、
農
地
と
し
て

の
利
用
価
値
を
高
め
る
行
為
で
す
。

　

し
か
し
、「
農
地
改
良
」
と
称
す
る
無
秩

序
な
土
砂
の
搬
入
等
が
横
行
し
た
こ
と
か

ら
、
こ
れ
ら
の
行
為
に
一
定
の
規
制
を
課

す
た
め
、
こ
の
た
び
「
農
地
改
良
」
の
制

度
が
改
正
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
制
度
の
要

件
に
該
当
し
な
い
行
為
は
農
地
転
用
許
可

の
審
査
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

●
主
な
改
正

〇
農
地
改
良
を
す
る
場
合
、
農
業
委
員
会

へ
の
「
届
出
制
」
か
ら
「
協
議
制
」
に

改
め
ら
れ
ま
し
た
。

〇
農
地
改
良
行
為
の
上
限
面
積
が
引
き
下

げ
ら
れ
ま
し
た
。（「
５
０
０
０
�
未

満
」
か
ら
「
３
０
０
０
�
未
満
」
へ
引

き
下
げ
）

〇
農
地
の
埋
立
等
に
使
用
す
る
建
設
発
生

土
等
の
発
生
元
を
明
確
に
し
て
く
だ
さ

い
。

●
協
議
の
際
の
提
出
書
類

〇
農
地
改
良
協
議
書
（
様
式
第
７
号
）

〇
農
地
改
良
計
画
書
（
様
式
第
８
号
）

〇
盛
土
・
造
成
工
事
工
程
表

〇
作
付
け
計
画
書
（
様
式
第
２
号
）

〇
小
作
農
が
行
う
場
合
は
、
所
有
者
の
同

意
書

〇
用
土
が
建
設
発
生
土
で
あ
る
場
合
に

は
、
農
地
改
良
フ
ロ
ー
シ
ー
ト
（
様
式

第
８
号
の
２
）

〇
土
砂
等
に
よ
る
土
地
の
埋
立
等
の
規
制

に
関
す
る
県
ま
た
は
市
町
村
条
例
の
適

用
を
受
け
る
場
合
に
は
、
そ
の
許
可

（
申
請
）
書
の
写
し

〇
取
得
す
る
搬
入
土
砂
の
所
有
者
ま
た
は

建
設
工
事
元
請
業
者
の
土
砂
搬
出
同
意

書
（
様
式
第
４
号
の
２
）

★
提
出
書
類
は
、
窓
口
ほ
か
、
那
珂
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
取
得
で
き
ま
す
。

●
受
付
期
間

毎
月
７
日
〜　

日
（　

日
が
閉
庁
日
の

１１

１１

場
合
は
翌
開
庁
日
ま
で
）

●
受
付
・
問
い
合
わ
せ

　

農
業
委
員
会
事
務
局

 
（
市
役
所
２
階
）

　

�
２
９
８
・
１
１
１
１　

　

内
線
２
４
０

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�

���������	
�

��������	
 農業委員会が同意通知する場合、「農地改良同意済標識」を交付
しますので、事業地へ掲示してください。

��������	
 協議書には、搬入土砂等の取得先の土地所有者または建設工事
元請業者の土砂搬出同意書を添付してください。

���� 協議地の作土を農地復元後の作土として使用する場合の作土のはぎとり（１ｍ
以内）を除き、原則として認めません。

���� ３，０００�未満とします。

農業委員会は、協議者に対して、事業実施の２週間前までに審査の結果を通知します。（２週
間前までに通知できない場合は、理由を付してその旨を通知します）

��������	
��
�������

農地を改良しようとするかたは、事業実施の１か月前までに農業委員会
に協議書を提出してください。提出期間は、毎月７日から１１日です。（１１
日が閉庁日の場合は、翌開庁日まで）

�������
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農業委員会事務局



２２

　

名
簿
な
ど
を
も
と
に
不
特
定
多
数
に
送

り
つ
け
る
も
の
で
す
。
脅
し
文
句
で
不
安

に
し
、
緊
急
を
装
っ
て
電
話
を
掛
け
さ
せ

る
こ
と
が
目
的
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

あ
わ
て
て
連
絡
し
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

内
容
に
身
に
覚
え
が
な
け
れ
ば
無
視
し
ま

し
ょ
う
。
た
だ
し
、
裁
判
所
か
ら
届
い
た

場
合
は
無
視
し
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
電
話

帳
で
番
号
を
確
か
め
て
か
ら
確
認
の
電
話

を
し
ま
し
ょ
う
。

　

パ
ソ
コ
ン
や
携
帯
電
話
の
ア
ダ
ル
ト
サ

イ
ト
等
で
入
口
（Enter

）
や
小
さ
い
画
像

を
ク
リ
ッ
ク
す
る
と
年
齢
確
認
画
面
が
開

き
、
ク
リ
ッ
ク
す
る
と
登
録
完
了
画
面
が

出
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

申
し
込
み
の
意
思
が
な
く
勝
手
に
登
録

さ
れ
た
も
の
で
す
か
ら
毅
然
と
無
視
し
支

払
い
を
拒
否
し
ま
し
ょ
う
。
も
し
登
録
さ

れ
た
と
し
て
も
Ｉ
Ｐ
ア
ド
レ
ス
等
か
ら
住

所
や
氏
名
な
ど
の
個
人
情
報
は
特
定
さ
れ

ま
せ
ん
。

　

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
や
固
体
識
別
番
号
で

は
住
所
や
名
前
を
特
定
で
き
ま
せ
ん
。

メ
ー
ル
に
記
載
さ
れ
て
い
る
Ｕ
Ｒ
Ｌ
に
ア

ク
セ
ス
す
る
と
そ
の
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
が

実
際
に
存
在
す
る
と
認
識
さ
れ
、
執
拗
な

請
求
メ
ー
ル
が
届
く
よ
う
に
な
る
の
で

す
。
ア
ク
セ
ス
し
た
だ
け
で
は
契
約
は
成

立
し
ま
せ
ん
。
連
絡
を
取
る
こ
と
は
避
け

ま
し
ょ
う
。

　

こ
の
他
に
も
、
パ
ソ
コ
ン
で
、
あ
る
サ

イ
ト
を
ク
リ
ッ
ク
し
た
ら
突
然
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
が
始
ま
り
画
面
上
に
請
求
書
が
現

れ
て
張
り
付
い
て
し
ま
う
と
い
う
も
の

や
、
シ
ョ
ー
ト
メ
ッ
セ
ー
ジ
（
電
話
番
号

で
送
信
す
る
メ
ー
ル
）
で
い
き
な
り
請
求

し
て
く
る
な
ど
手
口
が
巧
妙
化
し
て
き
て

い
ま
す
。
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�

債
務
不
履
行
、
契

約
不
履
行
、
法
律

○
○
条
、
裁
判
執

行
、
強
制
執
行
、

債
権
譲
渡
な
ど
法

律
関
係
の
言
葉
が

並
ん
で
い
る

�
�
�
�
�
�
�
�
�
	
�

�
�
�
�
�
�
�
�

無
料
サ
ン
プ
ル

画
像
を
ク
リ
ッ

ク
し
た
ら
い
き

な
り
登
録
に
な

り
利
用
料
金
を

請
求
さ
れ
た

�
�
�
�
�
�
�
�
�
	

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�

画
面
に
固
体
識
別

番
号
や
所
在
地
情

報
が
表
示
さ
れ
た

独
自
の
方
法
で
身

辺
調
査
を
す
る
と

書
い
て
あ
っ
た
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那
珂
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

　

�
２
９
８
・
１
１
１
１
（
内
線
１
１
９
）
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��������	
��
��

◆
Ｉ
Ｐ
ア
ド
レ
ス
や
携
帯
電
話

会
社
名
か
ら
個
人
情
報
は
伝

わ
る
こ
と
は
な
い
の
で
過
度

に
不
安
に
な
ら
な
い
こ
と
。

◆
興
味
本
位
で
ア
ク
セ
ス
し
な

い
こ
と
。
利
用
規
約
を
よ
く

読
ん
で
利
用
し
ま
し
ょ
う
。

◆
利
用
料
金
請
求
を
受
け
て
も

言
わ
れ
る
が
ま
ま
に
払
わ
な

い
こ
と
。
更
に
執
拗
な
請
求

を
受
け
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。



広報なか４月号２３

【
行
財
政
改
革
推
進
室
】

室
長　

秋
山
悦
男
／
室
長
補
佐
兼
行
財
政
改

革
推
進
係
長　

加
藤
裕
一

【
市
長
公
室
】

■
秘
書
課　

課
長
補
佐
兼
秘
書
係
長　

会
沢

和
代　

■
企
画
課　

政
策
監
兼
次
長
兼
企
画

課
長　

大
森
常
市
／
副
参
事
兼
定
額
給
付
金

対
策
室
長　

加
藤
和
民
／
課
長
補
佐
（
統
計

担
当
）　

肥
田
朋
子

【
総
務
部
】

■
総
務
課　

主
任
企
画
員
兼
課
長
補
佐
（
総

括
）　

石
川
透　

■
財
政
課　

課
長
補
佐
兼

検
査
係
長　

中
庭
康
史　

■
税
務
課　

税
務

課
長　

木
内
政
弘
／
副
参
事
兼
課
長
補
佐

（
総
括
）　

中
山
悦
男
／
課
長
補
佐
（
市
民
税

担
当
）　

平
松
良
一　

■
収
納
課　

課
長
補

佐
（
総
括
）　

小
林
正
明
／
課
長
補
佐
（
収
納

担
当
）　

大
竹
将
夫　

■
瓜
連
支
所　

瓜
連

支
所
長　

佐
藤
守
／
瓜
連
支
所
長
補
佐　

栗

原
洋
一

【
市
民
生
活
部
】

■
市
民
活
動
課　

課
長
補
佐
（
自
治
推
進
担

当
）　

大
森
信
之　

■
市
民
課　

市
民
課
長

　

鈴
木
正
博
／
課
長
補
佐（
総
括
）　

檜
山
寿

夫　

■
環
境
課　

課
長
補
佐（
総
括
）　

野
上

隆
男
／
課
長
補
佐
兼
廃
棄
物
対
策
係
長　

大

森
千
尋　

■
生
活
安
全
課　

危
機
管
理
監
兼

生
活
安
全
課
長　

磯
崎
芳
信
／
課
長
補
佐

（
総
括
）　

菊
池
正
明

【
保
健
福
祉
部
】

■
福
祉
課　

副
参
事
（
保
護
担
当
）　

稲
田

弘
／
主
任
企
画
員
兼
課
長
補
佐
（
総
括
）　

園
部
勢
津
子
／
課
長
補
佐
（
総
括
）（
社
会

福
祉
・
保
護
担
当
）　

瀬
尾
聡
志
／
課
長
補

佐
（
社
会
福
祉
担
当
）　

堀
口
才
二
／
課
長

補
佐
（
査
察
指
導
員
）　

川
田
俊
昭
／
課
長

補
佐
兼
障
害
者
支
援
係
長　

小
橋
聡
子　

■
こ
ど
も
課　

課
長
補
佐
（
子
育
て
支
援
・

保
育
担
当
）　

大
内
幸
枝　

■
保
険
課　

保

険
課
長　

鹿
志
村
貢
／
副
参
事
兼
課
長
補
佐

（
総
括
）　

桐
原
浩
彰
／
課
長
補
佐
（
介
護
・

年
金
担
当
）　

圷
明
美
／
課
長
補
佐
（
国
保
・

医
療
担
当
）　

高
畠
浩
一　

■
健
康
推
進
課

　

健
康
推
進
課
長　

萩
野
谷
康
男
／
課
長
補

佐
（
総
括
）　

深
谷
忍
／
課
長
補
佐
（
成
人
保

健
担
当
）　

中
山
友
子
／
課
長
補
佐
（
母
子

保
健
担
当
）　

小
田
内
佐
智
子

【
産
業
部
】

■
農
政
課　

主
任
企
画
員
兼
課
長
補
佐
（
総

括
）　

助
川
保
彦
／
課
長
補
佐
（
水
田
営
農
・

農
村
整
備
担
当
）　

植
田
孝
二　

■
商
工
観

光
課　

商
工
観
光
課
長　

桧
山
英
夫

【
建
設
部
】

■
道
路
河
川
整
備
課　

主
任
企
画
員
兼
課
長

補
佐
（
総
括
）　

樫
村
悦
雄
／
課
長
補
佐
（
道

路
改
良
・
河
川
担
当
）　

箕
川
覚　

■
用
地

管
理
課　

用
地
管
理
課
長　

柏
村
泉
／
副
参

事
（
土
地
開
発
公
社
事
務
局
長
）
兼
課
長
補

佐
（
総
括
）　

綿
引
栄
一
／
課
長
補
佐
（
管

理
担
当
）　

吽
野
啓
次
／
課
長
補
佐
兼
係
長

（
庶
務
・
公
社
用
地
担
当
）　

江
口
加
津
代
／

課
長
補
佐
兼
地
籍
調
査
係
長　

平
野
正
行　

■
都
市
計
画
課　

課
長
補
佐（
総
括
）　

大
内

勝
美　

■
市
街
地
整
備
課　

市
街
地
整
備
課

長　

佐
藤
隆
一
郎
／
課
長
補
佐
兼
区
画
整
理

係
長　

根
本
雅
美

【
上
下
水
道
部
】

上
下
水
道
部
長　

山
�
常
博

■
下
水
道
課　

次
長
兼
下
水
道
課
長　

清
水

昭
彦
／
課
長
補
佐（
施
設
管
理
担
当
）　

佐
々

木
恒
行
／
課
長
補
佐（
工
務
担
当
）　

助
川
啓

治　

■
水
道
課　

水
道
課
長　

宮
本
芳
樹
／

副
参
事
（
管
理
・
浄
配
水
担
当
）　

飛
田
進

一
／
課
長
補
佐
（
総
括
）　

石
川
裕

■
会
計
課　

会
計
管
理
者
兼
会
計
課
長　

笹

島
正
一

【
農
業
委
員
会
事
務
局
】

農
業
委
員
会
事
務
局
長　

萩
野
谷
光
正
／
副

参
事
兼
事
務
局
長
補
佐
（
総
括
）　

樫
村
孝

之
／
事
務
局
長
補
佐
兼
農
地
係
長　

柴
田
秀

隆【
教
育
委
員
会
】

教
育
次
長　

市
村
陽
一

■
学
校
教
育
課　

参
事
兼
学
校
教
育
課
長　

中
井
川
和
／
主
任
企
画
員
兼
課
長
補
佐
（
総

括
）　

会
沢
直
／
課
長
補
佐
（
総
務
・
学
務

担
当
）　

清
水
貴　

■
生
涯
学
習
課　

生
涯

学
習
課
長　

平
山
俊
夫
／
副
参
事
兼
課
長
補

佐
（
総
括
）　

阿
久
津
英
樹
／
副
参
事
兼
総

合
公
園
管
理
事
務
所
長
兼
ス
ポ
ー
ツ
振
興
室

長　

小
林
幸
夫
／
副
参
事
兼
図
書
館
長　

川

崎
薫
／
課
長
補
佐
（
総
括
）
兼
図
書
館
副
館

長　

石
井
亨
／
歴
史
民
俗
資
料
館
課
長
補
佐

兼
市
史
編
さ
ん
係
長　

成
田
節
男
／
中
央
公

民
館
副
館
長
兼
公
民
館
係
長　

叶
野
和
子

【
消
防
本
部
】

消
防
本
部
消
防
長　

平
野
保
雄

■
総
務
課　

次
長
兼
総
務
課
長　

三
沢
久
晴

／
主
査
兼
広
域
等
担
当　

宮
田
好
男
■
予
防

課　

参
事
兼
予
防
課
長　

大
曽
根
栄
／
課
長

補
佐
兼
地
域
育
成
係
長　

豊
島
克
美
■
警
防

課　

次
長
兼
警
防
課
長　

大
河
徳
納
／
課
長

補
佐　

飛
田
香　

■
通
信
指
令
室　

室
長　

寺
門
久
一
／
室
長
補
佐（
消
防
司
令
長
）　

和

田
一
雄
／
室
長
補
佐　

海
野
幹
雄
■
東
消
防

署　

参
事
兼
東
消
防
署
長　

萩
野
谷
幸
雄
／

副
署
長
（
消
防
司
令
長
）　

加
藤
豊
／
第
二

部
当
直
司
令　

野
口
英
雄　

■
西
消
防
署　

署
長　

栗
原
信
一
／
副
参
事
兼
副
署
長　

大

内
誠
一
／
第
一
部
当
直
司
令　

寺
門
忠

【
退
職
者
】（
３
月　

日
付
）

３１

黒
澤
達
男
（
上
下
水
道
部
長
）、
寺
門
康
一

（
教
育
次
長
）、
桧
山
正
夫
（
総
務
部
税
務
課

参
事
兼
課
長
）、
木
村
光
子
（
額
田
保
育
所

主
任
調
理
員
）、
石
川
孝
次
（
消
防
本
部
消

防
長
）、
小
野
寺
ひ
な
子
（
保
健
福
祉
部
保

険
課
長
）、
�
橋
政
克
（
総
務
部
収
納
課
課

長
補
佐（
総
括
））、
小
林
佐
知
子
（
保
健
福

祉
部
こ
ど
も
課
課
長
補
佐
）、
木
村
恵
子
（
教

育
委
員
会
図
書
館
副
館
長
）、
寺
門
京
子
（
教

育
委
員
会
菅
谷
幼
稚
園
長
）、
小
又
智
子
（
教

育
委
員
会
横
堀
幼
稚
園
教
諭
）、
三
輪
章
（
消

防
本
部
通
信
指
令
室
室
長
補
佐
）

総
務
課
人
事
係

�
２
９
８
・
１
１
１
１
（
内
線
５
１
７
）
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２４

　

４
月
１
日
か
ら
市
内
６
店
舗
で

実
施
さ
れ
る
レ
ジ
袋
無
料
配
布
中

止
を
広
く
知
っ
て
も
ら
お
う
と
３

月
８
日
、　

日
に
各
店
で
キ
ャ
ン

２９

ペ
ー
ン
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
で
は
、
小
宅
市

長
、
寺
門
副
市
長
の
ほ
か
各
店

長
、
市
民
活
動
団
体
の
皆
さ
ん
が

「
マ
イ
バ
ッ
グ
を
お
持
ち
く
だ
さ

い
」
と
買
い
物
客
に
声
を
か
け
、

同
運
動
の
周
知
を
図
り
ま
し
た
。

　

地
球
温
暖
化
防
止
に
つ
な
が
る

こ
の
運
動
の
機
運
が
、
さ
ら
に
高

ま
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�

　

額
田
地
区
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
隊

発
会
式
が
３
月　

日
に
行
わ
れ
、

２２

広
く
情
報
交
換
と
連
携
を
取
る
額

田
地
区
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
連
絡
協

議
会
が
組
織
さ
れ
ま
し
た
。

　

各
区
単
位
で
活
動
を
す
る
防
犯

パ
ト
ロ
ー
ル
隊
に
は
、
防
犯
意
識

の
高
さ
か
ら
３
０
０
人
を
超
え
る

か
た
が
登
録
。
額
田
地
区
で
統
一

し
た
腕
章
、
た
す
き
を
身
に
付
け

「
気
楽
に
、
気
長
に
、
危
険
な
く
」

と
、
継
続
す
る
こ
と
を
重
点
に
置

き
、
安
心
・
安
全
な
地
域
社
会
づ

く
り
を
築
い
て
い
き
ま
す
。

�
�
�
�
�
�
�
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「
県
央
地
域
首
長
懇
話
会
」
で

は
、
自
治
体
の
枠
を
越
え
て
市
町

村
そ
れ
ぞ
れ
の
連
携
を
強
化
し
、

地
域
を
発
展
さ
せ
る
た
め
、
昨
年

か
ら
各
市
町
村
の
行
事
に
互
い
に

参
加
し
て
い
ま
す
。「
水
戸
の
梅

ま
つ
り
」
が
開
催
さ
れ
る
偕
楽
園

で
３
月　

日
、
９
市
町
村
そ
れ
ぞ

１５

れ
が
観
光
Ｐ
Ｒ
を
行
い
ま
し
た
。

小
宅
市
長
は
、「
静
峰
ふ
る
さ
と
公

園
で
開
催
す
る
八
重
桜
ま
つ
り
に

ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
」
と
大
勢

の
観
梅
客
を
前
に
那
珂
市
の
魅
力

を
ア
ピ
ー
ル
し
ま
し
た
。

�
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�
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穏
や
か
な
暖
か
い
春
の
陽
気
と

な
っ
た
３
月　

日
、
市
内
８
か
所

１８

の
幼
稚
園
で
卒
園
式
が
行
わ
れ
ま

し
た
。　

人
の
園
児
が
卒
園
を
迎

３５

え
た
五
台
幼
稚
園
で
は
、
海
野
崇

園
長
か
ら
「
た
く
さ
ん
の
お
友
達

を
つ
く
っ
て
、
楽
し
い
小
学
校
生

活
を
送
っ
て
く
だ
さ
い
」
と
お
祝

い
の
言
葉
が
贈
ら
れ
、
園
児
た
ち

は
、
た
く
さ
ん
の
思
い
出
を
発
表

し
な
が
ら
大
き
な
声
で
、「
元
気
な

小
学
１
年
生
に
な
り
ま
す
」
と
、

夢
と
希
望
に
満
ち
た
小
学
生
へ
と

飛
び
立
ち
ま
し
た
。
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広報なか４月号２５

　

那
珂
太
鼓
保
存
会
が
２
月　
２２

日
、
那
珂
第
三
中
学
校
の
参
観
日

「
よ
う
こ
そ
三
中
へ
」で
太
鼓
指
導

を
行
い
ま
し
た
。

　

同
会
の
メ
ン
バ
ー
が
バ
チ
さ
ば

き
か
ら
丁
寧
に
指
導
す
る
と
、
す

ぐ
リ
ズ
ミ
カ
ル
に
た
た
け
る
よ
う

に
な
っ
た
生
徒
た
ち
。
掛
け
声
も

様
に
な
っ
た
と
こ
ろ
で
発
表
会
を

開
き
、
稽
古
の
成
果
を
披
露
し
あ

い
ま
し
た
。
和
太
鼓
の
心
地
よ
い

音
を
楽
し
み
な
が
ら
文
化
に
親
し

む
授
業
に
、
生
徒
た
ち
は
終
始
目

を
輝
か
せ
て
い
ま
し
た
。

�
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�
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日
本
古
来
の
伝
統
芸
能
で
あ
る

狂
言
に
親
し
ん
で
も
ら
お
う
と
３

月
１
日
、
狂
言
鑑
賞
会
が
市
総
合

セ
ン
タ
ー
ら
ぽ
ー
る
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

こ
の
日
披
露
さ
れ
た
演
目
は

「 
二  
九 
に 

く 
十 
じ
ゅ
う 
八 
」
と
「 
禰  
宜  
山  
伏 
」。

は
ち 

ね 

ぎ 
や
ま 
ぶ
し

人
間
国
宝
の
大
藏
流
第　

世
宗
家

２５

大
藏
彌
太
郎
さ
ん
を
は
じ
め
、
大

藏
千
太
郎
さ
ん
、
大
藏
基
誠
さ
ん

た
ち
が
繰
り
広
げ
る
雅
で
人
間
味

豊
か
な
狂
言
の
世
界
に
、
来
場
し

た
か
た
が
た
は
心
を
引
き
付
け
ら

れ
て
い
ま
し
た
。
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を
用
い
て
「
が
ま
の
油
売
り
」
の

始
ま
り
を
紹
介
し
た
ほ
か
、
子
ど

も
に
も
分
か
り
や
す
い
よ
う
工
夫

を
凝
ら
し
た
口
上
を
披
露
し
、
文

化
伝
承
の
大
切
さ
を
伝
え
ま
し

た
。
な
お
、
受
賞
者
は
次
の
と
お

り
で
す
。（
推
薦
理
由
別
・
敬
称

略
・
学
年
は
３
月
現
在
）

◆
温
か
い
思
い
や
り
の
あ
る
行
動

石
川
拓
人
、
山
�
哲
平（
五
台
小

５
年
）／
岩
上
愛
理
、
海
野
菜
緒

（
那
珂
三
中
１
年
）／
角
田
裕
之

（
那
珂
四
中
３
年
）／
上
田
愛
美

（
水
戸
農
業
高
３
年
）

◆
地
域
社
会
を
き
れ
い
に
す
る
行

動
関
帆
乃
香（
本
米
崎
小
２
年
）／
平

塚
千
晶（
菅
谷
西
小
６
年
）、
平
塚

彰（
菅
谷
西
小
３
年
）／
飛
田
カ
ン

ナ
、
大
澤
彩
乃
、
太
田
彩
乃
、
金

澤
結
依
、
美
山
友
紀
、
船
越
美
那
、

飛
田
健
太
郎
、
中
橋
滉
大（
戸
多

小
６
年
）／
北
條
寛
人
、
阿
久
津

笑
瑠
、
小
堆
恵
美
、
金
沢
美
咲（
戸

多
小
６
年
）／
渡
辺
桃
加
、
鈴
木

優
花
、
齋
藤
一
真（
瓜
連
小
５
年
）

／
熊
田
ひ
と
み（
瓜
連
中
１
年
）、

熊
田
竜
也
、
佐
藤
未
久（
瓜
連
小

５
年
）、
片
寄
廉
太
郎
、
佐
藤
槙

（
瓜
連
小
４
年
）、
堀
口
か
す
み

（
瓜
連
小
２
年
）
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青
少
年
育
成
那
珂
市
民
会
議
、

那
珂
市
教
育
委
員
会
主
催
の
平
成

　

年
度
「
善
行
青
少
年
」
表
彰
式

２０が
３
月
７
日
、
市
総
合
セ
ン
タ
ー

ら
ぽ
ー
る
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

表
彰
式
で
は
、
困
っ
て
い
る
人
を

助
け
た
り
、
人
命
や
財
産
を
危
険

か
ら
守
っ
た
り
、
清
掃
な
ど
奉
仕

活
動
を
積
極
的
か
つ
継
続
的
に

行
っ
た
り
し
た　

人
の
受
賞
者

３０

に
、
褒
賞
状
と
記
念
品
が
手
渡
さ

れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
行
わ
れ
た
ア
ト
ラ
ク

シ
ョ
ン
で
は
、
筑
波
山
が
ま
の
油

売
り
口
上
研
究
会
世
話
人
の
清
水

泰
清
さ
ん
（
後
台
）
が
、
紙
芝
居
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２月１５日～３月１４日（敬称略）

　那珂市民の歌・踊り（音頭）の
制定に向け作曲を募集したとこ
ろ、市内外の皆様から多くの作品
をご応募いただき、ありがとうご
ざいました。
　「那珂市民の歌等制定委員会」に
おいて厳正なる審査の結果、次の
とおり決定しました。（敬称略）
■募集結果

○市民の歌
　応募者数９人／作品数１０点
○踊り（音頭）
　応募者数８人／作品数８点
■選定結果【最優秀賞】

○市民の歌「輝く未来へ」
　作曲者／秋葉桃子（鴻巣）
○踊り（音頭）「いいねなかなか」
　作曲者／中田裕子（菅谷）

��������������

��������	


　３月１２日、戸の（株）ソニー・
ミュージックマニュファクチュ
アリングで製造されたDVDソ
フト１３本が那珂市に寄贈されま
した。寄贈されたDVDソフト
は子ども向けで、市立図書館に
並び、皆様にご利用いただける
こととなりました。ぜひご覧く
ださい。
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　鳥獣センターで保護されてい
た野鳥のコブハクチョウ２羽が
３月１６日に文洞溜池で放鳥され
ました。衰弱していたところを
発見されてから、同センターで
の手当てを受け、すっかり元気
になった２羽は元の自然へか
えっていきました。

��������	
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第８回那珂ライオンズクラブチャ
リティゴルフ大会
 ８５，０００円
野木利三郎 １０，０００円
切手・テレカボランティアポピー
 １０，７５９円

※善意銀行の寄付は、那珂市社会
福祉協議会でお受けしていま
す。 �２９８－８８８１

那珂ライオンズクラブの皆さん

�����

���������	
��

土金木水火月日

２１
９８７６５４３
１６１５１４１３１２１１１０
２３２２２１２０１９１８１７
３０２９２８２７２６２５２４

３１ 休館日

� 人の動き �

那珂市の人口（３月１日現在）
※（　）内は前月比
　男　　　２７，７７７人 （＋２４）
　女　　　２８，５６７人 （＋１８）
　計　　　５６，３４４人 （＋４２）
世帯数　　２０，４９５世帯 （＋３０）

○出生　３４人
○死亡　３４人

（２月１日～２８日）

� 今月の納税  �

○介護保険料（普通徴収）　１期

納期限：４月３０日

■市税の納付は口座振替で

　市税の納付には、便利で確実
な口座振替制度がありますの
で、どうぞご利用ください。
　詳細については、下記までお
問い合わせください。
問い合わせ／市収納課収納係

�２９８－１１１１　内線１７２・１７３

� 国保ミニ情報  �

○那珂市国保の加入者数　１５，６７２人

　（平成２１年２月末現在・
 前月比１８人増加）
○那珂市国保が医療費の一部として

支払った金額　２億８，６９９万円

　（平成２１年２月・
 前月比２，９８９万円増加）
※皆さんの日頃の健康づくり、病気予
防の心がけが医療費の増加、ひいて
は国保税の増額を抑えることにつな
がります。ご協力をお願いします。

M a y



広報なか４月号２７

●市役所の電話番号
　�２９８－１１１１（代表）

●ホームページ URL
　http://www.city.naka.lg.jp

●メールアドレス
　kikaku@city.naka.lg.jp

●おしらせ版
市では、「広報なか」のほかに、
「おしらせ版」（月３回（ただし、
５月、８月、１月は月２回））を発
行しています。このコーナーでは
その一部を掲載していますが、
「おしらせ版」も併せてご覧くだ
さい。

日時／５月１２日（火）　１３：００～１７：００
　　　５月２６日（火）　１３：００～１６：００
場所／市役所（本庁）１階　相談室
相談員／弁護士
申込方法／事前に次まで予約してくだ

さい。
申し込み・問い合わせ／

市秘書課市民相談室

�２９８－１１１１　内線１１７

日時／５月２２日（金）　※受付は先着順
　　　１３：００～１６：００
場所／市役所（本庁）５階会議室
相談内容／

国の行政機関などが行っている仕事に
ついての苦情や意見・要望
相談員／行政相談委員
問い合わせ／市秘書課市民相談室

�２９８－１１１１　内線１１７

日時／５月１３日（水）、２０日（水）、
２７日（水）
いずれも９：００～１５：００

場所・問い合わせ／

那珂市社会福祉協議会（市総合保健福

祉センター「ひだまり」内）

�２９８－８８８１

　固定資産課税台帳（名寄帳）および
土地・家屋価格等縦覧帳簿の縦覧を次
のとおり行います。なお、縦覧帳簿に
ついては、土地の納税者は土地、家屋
の納税者は家屋、両資産の納税者は土
地・家屋両方の縦覧帳簿の縦覧ができ
ます。
　また、縦覧できるかたかどうかを確

認するために、お手持ちの課税明細
書、納税通知書、または運転免許証等
ご本人を確認できるものを窓口で提示
していただきますのでご了承くださ
い。
縦覧期間／６月１日（月）まで

８：３０～１７：００
※土・日曜日、祝日は除く

縦覧場所／市役所（本庁）１階税務課
※瓜連支所では行いません

縦覧できるかた／

納税者、納税者の代理人（委任状が必
要）、納税管理人
問い合わせ／市税務課固定資産税係　

�２９８－１１１１　内線１６３・１６４

法律相談

行政相談を開設します

３日　那珂記念クリニック　（中台）
 �３５３－２８００
４日　小野瀬医院　　　　　（後台）
 �２９５－２２２１
５日　慶和病院　　　　　　（鴻巣）

�２９５－５１２１
６日　小豆畑病院　　　　　（菅谷）

�２９５－２６１１
１０日　水野医院　　　　　（西木倉）

�２９８－８０３９
１７日　なかむら内科・泌尿器科クリニック（飯田）

�３５３－２３１０
２４日　ののがき脳神経外科クリニック（中台）

�３５２－０５５５
３１日　かぼちゃクリニック （横堀）

�３５２－１１０７
■診療時間／９：００～１１：３０
※往診はしません。
※保険証は必ずお持ちください。
※診療時間外は、茨城県救急医療情
報コントロールセンター（県メ
ディカルセンター内）へお問い合
わせください。 �２４１－４１９９

心配ごと相談

固定資産課税台帳(名寄帳)
および土地・家屋価格等縦覧

帳簿の縦覧について

��������

　県は「多文化共生社会」の大
切さを考えてもらおうと県内の
小中学生を対象に、日本人と外
国人をテーマにしたマンガのせ
りふを募集したところ、県内か
ら５，８９８点の作品が集まりまし
た。その表彰式が２月１８日、県
庁会議室で開催され、小学生の
部で戸澤梢さん（五台小）の作品
が最優秀賞に輝きました。戸澤
さんは「こんな大きな賞をいた
だいて、とてもうれしいです」
と受賞の喜びを話してくれまし
た。

��������	
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ヘルスメイトさんが作る健康料理�

����

■材料　４人分（１人１９０kacl）
さば（三枚おろし） ……半身　　　　　　　
小麦粉 ………………… 大さじ１と１／２　　　
カレー粉 ……………… 大さじ１と１／２　　　
にんにく ………………１片　　　　　　　
しょうが ………………１片　　　　　　　
なす ……………………２本　　　　　　　
チンゲン菜 ……………１株　　　　　　　
サラダ油 ………………大さじ２　　　　　
しめじ …………………１パック　　　　　
中華スープ ……………大さじ３　　　　　
トマトケチャップ ……大さじ１　　　　　
酒 ………………………大さじ１　　　　　
塩こしょう ……………少々　　　　　　　

■作り方
①さばは身の中央にある骨を骨ぬきで抜いて
一口大のそぎ切りにし、Ａの粉をまぶす。

②にんにく、しょうがはみじん切りにする。
③なすは上下を切り取って２つ切りにし、た
て６等分のくし形に切って水に浸した後、
ざるにあけ水きりする。

　チンゲン菜は茎の部分は４cm長さの棒状
に切り、葉はざく切りにする。

　しめじは石づきを取って小房に分ける。
④Ｂの調味料を混ぜ合わせておく。
⑤フライパンにサラダ油大さじ１を熱し、さ
ばの両面を良く焼き取り出す。

⑥ペーパーできれいにしたフライパンに残り
の油を入れて②となす、チンゲン菜の茎の
順によく炒め、葉の部分と焼いておいたサ
バを加えてＢで味付けする。全体に味がか
らむように炒め火を止める。

■魚肉にはたんぱく質が多量に含まれてい
て、筋肉、臓器、血液、皮膚など整える
のに大切です。サバとカレー味は良く合
いますので、ご家族に喜んでいただける
メニューです。

那珂市食生活改善推進員
連絡協議会

門部（運動休養部会）

勝山晴子さん

�
�
�
Ａ

�
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Ｂ

　「日本のさくら名
所１００選」の静峰ふる
さと公園で、次のと
おり八重桜まつりを
開催します。
　２１００本の八重桜と
２００本のソメイヨシノ

が咲き誇る桜の園で、那珂市の春を満喫してみ
ませんか。　
　また、４月２５日（土）と２６日（日）の２日間
はイベントを開催します。皆様お誘い合わせの
上、ご来園ください。
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４月２５日（土）～２９日
（水）の５日間は、夜
桜を観賞できます。
（午後９時まで開園）

��������

〇侍戦隊シンケンジャーショー
〇茨城県警察音楽隊・瓜連中学校合同演奏
〇春の交通安全キャンペーン（水戸黄門様一行）
〇佐川はじめ・まついえつこ・長須与佳ミニコ
ンサート

〇商工会等による模擬店
〇灯ろうによるライトイアップなど

��������

〇宮下敏子ミニコンサート
〇よさこいソーラン
〇八重桜ガイドツアー
〇商工会等による模擬店
〇灯ろうによるライトアップなど

※イベント内容は変更する場合があります。

静峰ふるさと公園
那珂市静１７２０－１

商工観光課観光物産係

�２９８－１１１１　内線２４５
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静
峰
ふ
る
さ
と
公
園

４
月　

日
〜
５
月
４
日

２５
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菅
谷 

冨
山　
　

彩
香 

顕

鴻
巣 

海
野　
　

聖
菜 

光
彦

菅
谷 

中
村　
　

風
雅 

文
昭

菅
谷 

木
村　
　

有
利 

光
一

額
田
北
郷 

中
本　
　

樹 

晋

菅
谷 

山
本　
　

心
愛 

直
哉

中
台 

鈴
木　
　

怜
那 

和
宏

竹
ノ
内 

�
橋　
　

璃
央 

竜
二

住
所　
　
　

氏
名　
　
　
　
　
　
　

年
齢

菅
谷 

六
�　
　

富
美
子 

　

歳
５９

額
田
北
郷 

岩
佐　
　

や
ゑ 

　

歳
１００

後
台 

小
野
瀬　

う
め
よ 

　

歳
８８

静 

樫
村　
　

小
村 

　

歳
８６

額
田
東
郷 

成
田　
　

正
弘 

　

歳
６６

戸
崎 

檜
山　
　

な
つ 

　

歳
９６

戸 

上
野　
　

勇
夫 

　

歳
８１

下
江
戸 

齊
藤　
　

次
男 

　

歳
７３

菅
谷 

橋
本　
　

ふ
み 

　

歳
８７

額
田
北
郷 

吉
成　
　

政
雄 

　

歳
８７

瓜
連 

小
澤　
　

哉
子 

　

歳
４５

額
田
東
郷 

武
藤　
　

ち
よ 

　

歳
８６

門
部 

�
澤　
　

�
夫 

　

歳
７７

杉 

宮
田　
　

操 

　

歳
７８

鹿
島 

片
岡　
　

次
夫 

　

歳
４９

東
木
倉 

後
藤　
　

ふ
く 

　

歳
９２

菅
谷 

須
貝　
　

建
治 

　

歳
７３

南
酒
出 

根
本　
　

冨
美 

　

歳
８９

菅
谷 

浦
井　
　

三
郎 

　

歳
８０

後
台 

松
田　
　

や
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歳
９３
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住
所　
　
　

出
生
児
氏
名　
　
　

届
出
人

菅
谷 

菊
池　
　

瑛
翔 

孝
広

菅
谷 

中
野　
　

蓮 

太

菅
谷 

橋
本　
　

真
優 

佳
苗

菅
谷 

白
井　
　

悠
太 

友
和

竹
ノ
内 

吉
冨　
　

雅
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忠
宏

菅
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石
田　
　

千
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範
輔

中
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石
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真
宇 

和
範

菅
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富
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� 

陽
子
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戸
崎 

黒
澤　
　

佐
武
郎 

　

歳
７９

菅
谷 

宇
佐
美　

實 

　

歳
８２

※
こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
、
市
民
の
皆
様
か
ら

届
出
が
あ
っ
た
も
の
の
う
ち
、
掲
載
を

希
望
さ
れ
た
か
た
の
み
掲
載
し
て
い
ま

す
。

吊
し
雛
布
の
思
い
出
つ
ぎ
合
わ
せ 
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文　

枝

ま
た
湧
き
し
耕
す
気
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鍬
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野　

祝　

子

籾
が
ら
の
中
大
ぶ
り
の
寒
卵 

宇
佐
美　
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子

太
陽
を
押
し
上
げ
て
樹
々
芽
吹
き
け
り 
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森　
　
　

滿

梅
の
香
を
含
み
膨
ら
む
雨
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飯　

島　

京　

子

開
か
れ
し
駅
へ
の
新
道
風
光
る 

藤　

岡　

み
ち
子

退
院
の
友
の
ほ
ほ
え
み
桜
草 

筒　

井　

か
よ
子

水
上
の
強
き
羽
ば
た
き
春
隣 

浅　

野　

と
し
子

枯
蔓
に
あ
ら
が
ふ
力
あ
り
に
け
り 

草　

野　

ゆ
た
か

謙
虚
さ
と
自
信
の
あ
は
ひ
実
南
天 

會　

澤　

ち
い
子

春
嵐
音
が
音
呼
ぶ
ト
タ
ン
屋
根 

海　

後　
　
　

甫

華
や
か
に
曲
が
り
や
彩
る
吊
し
雛 

益　

子　

春　

子

【俳　句】あせび句会

【短　歌】 白鳥 短歌会
くぐい

春
畑
に
草
取
る 
婦
夫 
の
肩
並
べ
土
に
な
じ
み
て
米
寿
越
し
た
り 

大　

森　
　
　

満

め
お
と

口 
開 
く
る 
数
多 
の
人
を
見
下
ろ
し
て
ペ
ン
ギ
ン
泳
ぐ
飛
翔
す
る
ご
と 

加　

藤　
　
　

要

あ 

あ
ま
た

白
鳥
の
ゐ
る
間
を
池
の
白
あ
ひ
る
三
羽
相
寄
り
岸
を
離
れ
ず 

草　

野　
　
　

豊

戦
死
せ
し 
夫 
の
一
人
子
抱
き
つ
つ
そ
の
弟
に
嫁
し
し
一
世
は 

夷　

針　

利
理
子

ひ
と

ふ
つ
ふ
つ
と
夕
餉
の
泡
の
呟
き
は
愛
を
求
め
る
女
の
呻
き 

仲　

沢　

照　

美

松
に
寄
る 
馬  
酔  
木 
の
蕾
紅
増
し
て 
短  
歌 
に
詠
み
た
き 
季 
が
来
た
れ
り　
　
　

中　

崎　

美
登
利

あ 

し 

び 

う 

た 

と
き

コ
ン
ビ
ニ
の
店
明
る
め
て
愛
想
よ
く
褒
む
れ
ば
レ
ジ
に
見
目
よ
き
笑
顔 

中
井
川　

胤　

文



　久慈川に架かり、木崎（門部）
と常陸太田市を結ぶ木島大橋が３
月２８日に開通しました。開通式典
には、両市長をはじめとして多く
のかたが出席し、吹奏楽の演奏や
門部ひょっとこ踊り、よさこいソ

ーランなどが行われ開通を祝いま
した。熱望を受けて最先端の技術
により短期間で架けられた木島大
橋。交通アクセスが向上し、地域
間交流の促進や交通量の分散にと、
効果が期待されます。 
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